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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　10月24日──

　陽ひが落ちて、外は暗くなってる。




　京きよう橋ばし悠ゆう斗とは右手で腰のタオルを摑つかんでいた。

　ものすごく驚いたが、これを離さなかった自分を密ひそかに褒ほめたい。

　今は腰にタオルを巻いただけの、ほとんど全裸だった。おかしな趣味があるわけでなく、風ふ呂ろに入っていたからだ。

　そして、悠斗の左手はギプスで固められていた。

　リビングには乃の木ぎ乃のノの香かがいる。

　部屋の中にもかかわらず、スクール水着を着ていた。身体からだを隠すようにしてバスタオルを持っている。

　左手が使えない悠斗の入浴を、先程まで乃ノ香が手伝ってくれていたのだった。

　しかし、ちょっと誤解されそうな格好ではある。

　この姿を見られたのが、友人の倉くら山やま錦にしきだけなら笑い話で済んだのだが……。

　リビングで、錦が両手を合わせて拝む。

「すまん！　こんな状況とは思わなかった！　どうしても改めて謝罪したい、って言うもんでよ。ま、見舞いくらいならいいんじゃね？　って連れてきちまったんだ！」

「なに？　なんの話？」

「そりゃ、おまえのケガについて一番責任を感じちゃってる女ひ性とのことさ」

　そこまで言われれば、見当はついた。

　まだ乃のノの香かが固まっている。

　彼女の視線は、悠ゆう斗とよりも後ろ──玄関へと向いていた。

「…………」

「冗談だよね？」

　悠斗は振り返る。

　玄関には、ふわふわ髪の女性の姿があった。左手の薬指には結婚指輪が塡はまっている。驚いて目を見開いていた。

　悠斗も驚いてしまう。

「ナスさん!?」

「……はい」

　彼女の視線は、乃ノ香へと向いていた。

　ピシリッと凍ったかのように時間が固まる。

　キャットタワーのうえで、虎とら柄の猫が「にゃあん」と鳴いて寝転がった。

　ナスが口を開く。

「あの……そちらの子は？」

「えっと、名前はワコムっていいます。元々は姉さんが飼ってたんですけど、猫アレルギーが出ちゃったらしくて僕が預かることになりまして」

「あ、いえ、猫ちゃんのことではなくてですね」

　ですよね……。

　わかってはいたが、つい話を逸そらしてしまった。

　やはり避けては通れないか。

　悠斗は事情を説明する。

「この子は、僕と猫の世話をしてくれてる、乃ノ香ちゃんです……やましいことは、なにもないんですよ？」

　余計な一言を付け足した気がした。

　名前を出され、ようやく乃ノ香が我に返る。頭が膝ひざにつきそうなほど身体からだを曲げ、お辞儀した。

「の、の、ののののかです！　ユウト先生のお世話をさせていただいております！　はじめまして！」

　あまりの勢いに、ナスが驚いて何度か瞬まばたきする。

「あ……こちらこそ、はじめまして。ユウトさんの友人のナストキュウリといいます。ののののかさん？」

「あうっ、すみません……乃の木ぎ乃のノの香かです」

　彼女は緊張すると〝の〟が増えるらしかった。

　ナスが頰ほおを赤らめつつ尋たずねる。

「つかぬことをお聞きしますが……いつもそういう格好をしてるんですか？」

「ううぅ……違います。これはユウト先生がお風ふ呂ろで身体からだを洗えないので、お手伝いをしてて」

「か、身体を洗ってたんですかぁ」

「そうなんです！」

　──待って待って待って、おおいなる誤解を生むよね、それは!?

　慌てて悠ゆう斗とは補足する。

「右腕と背中をね！　左手がコレだから！」

　なるほど、とナスが納得した顔でうなずいた。

「腕と背中でしたか」

「そうです！」

　ほーっと息をつく。

　改めてナスが頭を下げた。

「左手が使えないと不便ですよね……今回は、私のせいでユウトさんにご迷惑をおかけしてしまい、本当に申し訳ありませんでした」

「そんな！　これは僕が勝手に転んだだけですよ！」

　悠斗は左手を横に振った。

　完治は３週間と聞いているが、ギプスは数日で取れるらしい。それほどの大おお怪け我がでもなかった。

「でも私のことがなければケガをすることもなかったでしょうから」

「いやいや……」

「これは、お詫わびにもなりませんが……」

　ナスが手にしていた紙袋を差し出してくる。キルフェボンのだから、おそらくケーキかゼリーだろう。

　本当に彼女に責任はないと思う。

　しかし、お見舞いの品まで断るのは、逆に失礼というものだ。

「ご丁寧に、ありがとうございます」

　受け取ろうと左手を伸ばしかけ──

　そういえば、ギプスで固められているので左手は使えないのだった。

　慌てて右手を伸ばす。

　ぱさり、と何かが落ちた。

　白色のタオルだ。

　ずっと腰に巻いていて、右手で摑つかんでいたものだった。

「あ…………」

「ッ!?」

　──これは酷ひどいことになった。

　悠ゆう斗とは失敗を嘆なげくが、全すべては手遅れだった。

　ナスが口を開く。




「きゃあああああああああぁぁぁぁーッ!!」




　絹を裂くような悲鳴が、夜のマンションに響きわたるのだった。
















　　　　　†






　人は当事者ではないからこそ気楽に行動し、さしたる思慮なしの判断は往々にしてやっかいな事態を引き起こす。しかして原因を作った者はこじれた惨状を外から眺ながめ、巻きこまれる前に姿を消すのだった。

　錦にしきが片手を挙げる。

「あー……今、思い出したんだけど、今夜は吞のみの約束があるんだよ、また今度な」

「それって〝今、思いついた〟んじゃないの？」

　悠ゆう斗とはジト目を向けた。

「ははは！　ワリーワリー」

　しかし、錦は苦笑いしつつ、部屋から出て行ってしまった。

　逃亡である。

　酷ひどい話だ。

　部屋には赤面したナスがおり、じっと正座している。

　ちょっと落ち着いて話したほうがいいだろう──と残ってもらった。

　こういうことは日を置くと、連絡しにくくなる。そして、次に会ったときに気まずい感じになってしまうのだ。

　乃のノの香かのほうも頰ほおを染めつつ、キッチンで紅茶をいれていた。

　３人とも無言。

　自分の部屋だというのに、悠斗は最高に居心地が悪かった。

　これが〝針のむしろに座る〟というやつか。

　痛いです。

　気を紛らわすように、お見舞いでもらった紙袋を開けた。

「これ、有名なお店のですよね。いただきます」

「あ、はい。お口に合うといいんですが」

　ナスがうなずいた。

　中には紙箱が入っている。

　彼女が悲鳴をあげたときに、つい落としてしまったので、ちょっと角がひしゃげていた。ケーキだったら悲惨だな──とドキドキする。

　紙箱を開けた。

「おっ、ゼリーだ」

　幸いにも、中身は無事だ。

「片手でも食べやすいかと思って。でも、ごめんなさい……まさか落とすなんて」

「あ、いや……それこそ、僕のせいだし」

　割と事案だった。

　相手が相手ならば、通報されるまである。

　ナスが首を横に振った。

「私、もういい歳としの大人なのに、あれくらいで……あんなにも取り乱しちゃうなんて、恥ずかしいです」

「いやあ、年齢とか関係ないかと、慣れてないと」

「慣れてないです」

「そ、そうですよね」

　お互いに視線を逸そらした。何の話をしているのだか。

　乃のノの香かがトレーにティーポットとカップを載せて持ってきた。

　彼女の定位置であるコタツのキッチン側（悠ゆう斗とが座っているＰＣ側の対面）に、今日はナスがいる。

　だから、悠斗の右隣に腰を下ろした。

　その横顔を見ていたら、彼女もこちらを向いたため、ぴたりと目が合う。

「ユウト先生、だめですよ……ああいうのは……」

　ぽそ、と乃ノ香がつぶやいた。

　悠斗は頭を搔かく。

「わ、わざとじゃないからね？」

「あ……わざとじゃなかったんですね」

「えー？」

　ちなみに、もちろん今の悠斗は、しっかり衣服を身に着けている。たいして上等な格好ではなく、普通のパーカーとＧパンだが。

　乃ノ香もスクール水着ではなく、いつもの制服姿だった。

　思い出したように、ナスが尋たずねる。

「あの……その制服って、ユウトさんのご趣味なんですか？」

「２人とも!?　僕をどんなヤツだと思ってるの!?」

　わざと見せたり、お手伝いに来てくれている子に制服を着せたり──変態か!?

　ナスと乃ノ香が視線を逸らした。

「ご、ごめんなさい……男の人って、そういうのが好きだって……薄い本に描かれてたから」

「わたしも、ツイッターとか見てて……男の人って、ああいうコトしたいもんなのかなあって……」

「それらはネタだからね！」

　薄い本に描かれていることや、変態ツイートみたいなことを実際にしたら、議論の余地なく事件になる。

「それでは、乃のノの香かちゃんの制服は……？」

「あ、これ自前です。わたし、14歳で中学生なので」

「現役!?　ユウトさん、いいんでしょうか、そういうの？」

「か、家事をしてもらうくらいなら、セーフじゃないかなあ」

　ナスが考えこむ。

　何かを納得したらしく、うなずいた。

「そうですね。やってることは、喫茶店のアルバイトと同じようなものですし」

「わかってもらえて、よかった」

「でも、どうして中学生が家事を？　まさか、メイドさんとして雇ってるんですか？　でも14歳の子を、そんな……」

　この想像力の豊かさは、オタクだなあ──と思った。

　ヴィクトリア朝の上流階級じゃあるまいし。

「乃ノ香ちゃんは、僕のサークルで売り子をしてくれてたんです。たまたま、ウチに来ることがあって、コンビニ生活を見かねて家事をしてくれるようにですね」

　ナスが目を丸くした。

「売り子さんが、そんなことまでしてくれるなんて!?」

「いや……普通はしないと思うけど」

「わたしが押しかけちゃってるんです。お仕事の邪魔じゃないといいんですけど……」

　悠ゆう斗とは右手を横に振った。

「邪魔だなんてとんでもない。乃ノ香ちゃんがいなかったら、僕は一日一食コンビニ弁当に逆戻りだよ」

「そんな不健康なのは、ダメですよ？」

　悠斗と乃ノ香のやり取りを眺ながめて──ナスがつぶやく。

「…………いいなぁ」

「なにがです？」

　悠斗の問いに、彼女が独り言のように返す。

「たまには、私も誰かのために料理をしたいな、って思いまして」

「ナスさんも料理するんですか？」

「ええ、ときどきは……でも自分で食べるだけだから、ちょっと寂しいですよね……あっ」

　何かに気づいたらしく、ナスが慌てる。

「い、今のは、べつに手料理を食べてほしい、という意味ではありませんから！」

「はい……？」

　悠ゆう斗とは首をかしげた。

　ときどき、ナスの言動はよくわからない。

　乃のノの香かが手を合わせる。

「じゃあ、作ってみたらどうでしょう？　ここで」

「ここで!?」

「１人で食べるより、誰かと食べたほうが楽しいです。手料理なら尚なお更さらですよ。ユウト先生も、そう思いませんか？」

「みんなで食べたほうが楽しいね」

「……私、そんな美お味いしく作れませんよ？　焼き魚とお味み噌そ汁しるくらいで」

　悠斗はうなずく。

「いいと思いますよ。ナスさんのお味噌汁、飲みたいです」

　彼女が右手で、左手の薬指に触れる。

「え？　それって……」

「僕、魚も好きだし」

「よかった。いつものユウトさんですね。ちょっと驚いちゃいました」

「ん？　なんか変なこと言ったかな？」

　乃ノ香もわからなかったようで、ぽかんとした顔をしていた。

　ナスが吐息をつき、微笑ほほえむ。

「……せっかく誘っていただいたし、作ってみようかと思います。お邪魔じゃなければ、いいですか？」

　彼女が確認を求めたのは、家主ではなく乃ノ香にだった。

「もちろん、大歓迎ですよー」

　すでにキッチンは彼女のものらしい。

　そういえば最近は、夜中に飲物を取るくらいでしか近づいてないな──と悠斗は思った。

　お見舞いのゼリーを食べる。

　桃が半分、ごろっと入っていた。美味しい。

　カップを左手で押さえる必要がないよう、乃ノ香が皿に出してくれた。

　紅茶を飲みながら、乃ノ香とナスが献立の相談をする。

　２人で作るのなら凝こった料理にしよう、という話になったらしく、グラタンハンバーグとポタージュになった。お魚と味噌汁はどこへ？

　８時半──

　もう外は暗くて、風が冷たくなっていた。

　彼女たちが玄関に立つ。

「ユウト先生、火曜は駅でナストキュウリ先生と合流して、買い出しをしてから来ますね」

「夕飯は楽しみにしててください、ユウトさん」

「うん。もう遅いから、気をつけて」

「はい！」

「ありがとうございます、それでは……おやすみなさい」

　制服姿の乃のノの香かと、私服姿のナスさんが並ぶと、姉妹っぽいな──なんて思ったりした。




　２人を見送ってから、作業机に戻る。

　結局、今日はろくに描けていない。スケジュールに余裕があって本当によかった。

「ん？」

　名前に見覚えのない人から、メールが来ていた。

　悠ゆう斗とは仕事用と私用のアドレスを分けているので、業者の類からではない。





ユウト様

突然のご連絡失礼いたします。

私、神楽かぐら坂ざか出版　帝てい王おう文庫の船ふな山やま透とおると申します。

夏コミの際はお忙しいところ、ご挨あい拶さつさせていただき誠にありがとうございました。




本日は、弊へい社しや刊行のライトノベルのイラストをぜひユウト先生にお願いしたく、

ご連絡差し上げました。

ユウト先生の《猫と宝石と銃のソナタ》のイラストはもちろん、同人誌も拝見させていただき、

その可愛かわいさ溢あふれるイラストと、洗練されたキャラクターデザインに私個人としましても魅力を感じております。

何なに卒とぞご検討頂けますと幸いです。






　──また仕事の依頼か。

《猫ソナ》もまだ続いているし、新作の話もあった。

　いつもなら断るところだったが……

　続く文章に、悠斗は息を吞のむのだった。




















　池いけ袋ぶくろ《椿つばき屋や》──

　駅前にある喫茶店で、薫かおり高い珈琲コーヒーを出してくれる。ケーキや紅茶もレベル高いが、特製ビーフカレーも本当に美お味いしい。

　地下にある店内は、大正浪ろ漫まんな内装で、奥に広くなっていた。

　クラシカルメイド服姿のウェイトレスに待ち合わせ相手の名前を告げる。

　火曜の昼過ぎ。

　悠ゆう斗とはメールの差出主──船ふな山やま透とおるという人と会うため、指定された喫茶店を訪れた。

「どうも、ユウトです……」

　案内された席に座っていた相手に声をかける。

　後ろから見て、ちょっと小柄な人だな、と思ったが……。

「あ、ユウト先生ですか!?　本日はご足労いただき、ありがとうございます！　帝てい王おう文庫の船山透です！」

　彼女は立ちあがり、ぺこりと頭を下げた。

　──女性だったのか！

　名刺を渡される。

　メールの固い文面から、勝手に男性だと思いこんでいた。

　ＯＬらしい紺のスーツで、短めのタイトスカートをはいている。

　背が低くて、やや童顔なせいか、中学生くらいが大人びた格好をしているような雰囲気があった。

「先生、どうかされましたか？」

「あ、いや、女の人だと思ってなかったもんで……」

「うあっ!?　も、もしかして、お嫌でしたか!?」

　マンガみたいなオーバーリアクションをする人だった。ああ、オタクなんだな──と感じる。

　悠ゆう斗とは笑みを浮かべて応じた。

「嫌なんてことないですよ。ちょっと驚いただけです」

　その言葉に、船ふな山やまが安あん堵どの吐息をつく。

「よかったぁー。女の編集はダメっていう作家さん、たまにいるんですよぉ」

「へえ、意外ですね。みんな、喜ぶくらいかと思ったんですが」

「なんか、落ち着かないそうで」

「ああ……」

　そういえば、悠斗も経験があった。

　乃のノの香かが家に来てくれた当初は、家事から解放されたはずなのに、作業が滞ったのを思い出す。

　制服姿の女の子が視界に入るたびに、創作に向けていた集中力が霧散した。もう今は、部屋に居るだけなら大丈夫になってきたが……。

　船山の名刺に視線を落とす。

　ブランドロゴが３つあったり、公式サイトが２つあったり。大人の社会は複雑なのだ。

「あ、僕、まだ名刺を作ってなくて」

「大丈夫ですよ、メールアドレスもわかっていますし」

「すみません」

　プロになったとき、用意しないとなぁ──と思って、はや３年目だった。

　悠斗は今まで、商業仕事は《猫ソナ》を中心に、永なが井い敬けい吾ごから依頼されつづけて途切れたことがなく、自主的な営業活動をしてこなかった。

　そもそも、スケジュールに余裕ができたのも、ごく最近だ。

　船山にうながされて、腰を下ろす。

「何にされますか？　ケーキセットでも大丈夫ですよ？　お昼は済まされてますか？」

「はい、シチューを作り置きしといてくれたんで」

「あ、ご実家なんですか？」

「…………い、いえ……えっと、珈琲コーヒーで」

　初対面の人に、いきなり乃のノの香かのことを話すのは、できれば避けたい。うまく問題がない感じに説明する自信がなかった。

　やましい事は、本当にないのだが……。

　──ない？　ないよな。

　注文をしてから、船ふな山やまが軽く自己紹介をする。

　帝てい王おう文庫は業界でも老舗のレーベルで、有名な作品をいくつも抱えていた。いわゆる、大手だ。

　彼女自身は、そこに２年前に入社し、しばらく先輩編集者のサポートをしていたが、夏から担当作家を持っているらしい。

　編集者としては新人だが、ヤル気は感じられた。

　熱意があるのは良いことだ。

「３年前の新人賞で、大賞を取ったのが《アルテミス・クリムゾン》で、作者が火ひ屋や大だい字じ先生なんです」

「……京きよう橋ばし彩あや華かがイラストをつけたんですよね」

　珈琲がきた。

　ちょっとだけ話を中断して、ウェイトレスさんが湯気のあがる黒い液体をカップに注つぐ姿を眺ながめる。この店では客前で珈琲を用意する。運んでくる間に一番の飲み頃を過ぎてしまうことがないように。

　上品な薫かおりの珈琲をいただいた。

　熱を帯びはじめていた思考を落ちつける。

「ふぅ……」

　京橋彩華──彼女のことになると、どうしても悠ゆう斗とは冷静さを失いがちだった。

　船山が話を戻す。

「おかげで《アルテミス・クリムゾン》は、レーベルの看板と言えるほどのシリーズになりまして」

「そうみたいですね」

「いやぁ、京橋先生に頼めたのは、前の担当者のおかげなんで詳しいことは知らないんですけれども……ほんと、すごいですよね。いつもイラストが素敵で！」

「よく知ってます」

　京橋彩華は〝天才〟と評されるイラストレーターだ。そのフレーズを画集の帯に書かれても、物笑いの種にされない。

　彼女はデビューと同時に多くの注目を集めている。クオリティが高いだけでなく、目新しく独特な絵柄が話題になった。アマチュアばかりかプロのなかにも、絵柄を真ま似ねする人が現れたほどだ。

　アニメ化発表のイベントで、年齢が明かされたときは、まだ20代前半という若さに驚きよう愕がくが広まった。

　その頃から即売会にも参加するようになり、最大手の一角として長蛇の列を作っている。

　購入者とは別に、差し入れのファンや挨あい拶さつの業界人のほうも順番待ちになり、『挨拶列最後尾』の手持ち看板が話題になった。

　船ふな山やまが用意のいいことにバッグから文庫本を取り出して、テーブルに置く。

「こちらが、シリーズ１巻です」

《アルテミス・クリムゾン》

　京きよう橋ばし彩あや華かのイラストが描かれている。

　悠ゆう斗との自宅にもある本だ。何度も穴があくほど見ている。

「…………」

　緋ひ色いろの甲かつ冑ちゆうを着た女騎士が、槍やりを持っているシンプルな構図だった。勇いさましい雰囲気だが、ヒロインの表情は明るく笑っている。

　背景はぼんやりして、大半がロゴに隠れているが、青空と城で雰囲気と世界観を表現していた。

　ぱっと見て、まず絵柄で京橋彩華のイラストだとわかる。独特なタッチだが、奇をてらった印象はない。

　技術が優れているのは間違いなかった。しかし、それだけではなく。

　──オーラがある。

　悠斗には、そうとしか表現できなかった。

　京橋彩華の絵柄を真似したイラストレーターは多かったが、この魅力を再現できた者はいない。

　船山が今度はＡ４サイズの封筒をテーブルに出す。厚みが２センチくらいあった。

「メールでもお伝えしたとおり、こちらの火ひ屋や大だい字じ先生が新作を書かれまして、ぜひともユウト先生にイラストをお願いしたいんですよ」

「原稿ですか」

　手に取ると、ずしりと重い。

「はい。ユウト先生は読んでから決めたい、というお話でしたので」

「そうですね……自分に合わない作品にイラストをつけるのは、ちょっと難しいと思いますから」

「気に入っていただければ嬉うれしいです。社の方針で、データではお渡しできなくて、申し訳ありません」

「いえ、わかりますよ」

　悪意がなくとも、データは流出の危険性がある。万が一、出版前の作品がネットで拡散してしまうと、取り返しがつかない。

　描くと決まったわけでもないイラストレーターには、渡せなくて当然だった。

　悠ゆう斗とは原稿を自分のリュックに入れる。

「今週中に読んで、返事します。それでいいですか？」

「はい！　とっても面白いと思うんで、ぜひお願いします！」

　担当している作品を素直に〝面白い〟と言えるのは、良いことだ。

　少なくとも悪い人ではなさそうだな──と悠斗は思った。





　　　　　†






　夕方──

　悠斗は作業を早めに切り上げた。

　コタツの座ざ椅い子すで、プリントされた原稿を読んでみる。

　仮題は《レイン・レイン・ガールズ》という。略称は《レレガ》と勝手に決めた。

　これの作者──火ひ屋やの代表作《アルテミス・クリムゾン》は、わかりやすい無双系のファンタジー作品だ。

　なぜ新作で、ユウトを選んだのかと思ったら……。

　新作は、しっとり系の青春モノだった。

　全く違うジャンルなのに、違和感なく書けている。普通に読めた。

　あまり文章を読むのが得意ではない悠斗だが、ちゃんと楽しめる作品だと思う。

　──悪くない、よな？

　チーズの焼ける匂においが漂ってきた。

　台所には、乃のノの香かとナスの２人が立っている。

「わぁー、いい匂い！」

「本当ね」

「ナスさん、ポタージュはどうですか？」

「いい感じにトロみがでてきたと思うのだけれど、どうかしら？」

「うん、こちらも美お味いしそうです！」

「そろそろ、火を止めとくわね」

「そうですねー。熱々で出すと、食べ終わるまでに冷めないなんてことになっちゃいますし。スープはメインの前に飲みたいでしょうし」

「これだけトロみがあったら、そう簡単に冷めないものね」

「冷めすぎちゃったら、また温めればいいですもんね」

「ふふ……乃のノの香かちゃん、主婦っぽいかも。尊敬しちゃいます」

「あはは……ふつうですよー」

　ナスさんが笑いながら言う。

「〝ママ〟って呼んでいいかしら？」

「えー!?」

　──ナスさん？

　彼女は意外と冗談を言うタイプだったらしい。

　悠ゆう斗とと話しているときとは雰囲気が違っていた。友達といると、あんな感じなのかもしれない。

　２人が仲良くしていることに、なんとなく安らぎを感じた。

　乃ノ香は良い子だし、ナスは落ち着きのある大人だし、仲なか違たがいする理由なんてない。

「いつも、乃ノ香ちゃんは、ここで料理してるのかしら？」

「そうですね。部活が遅くなった日でなければ」

「２人きりで……？」

「たまに、二に色しき先生や、神じん宮ぐう寺じ先生が来ますけど、だいたい２人ですねー」

「……そうなんですねえ」

　仲良しのはず。




　その夜は、とても美お味いしい夕飯をいただいた。





　　　　　†






　食器の片づけを終えたナスが、話しかけてくる。

「それ、どこかの原稿ですか？」

「帝てい王おう文庫の新作らしくて」

「もしかして、ユウトさん。イラストを引き受けるんですか？」

「……悪い作品じゃないと思うんですよね」

「それは幸運ですね。依頼された作品が、自分でも楽しめるものとは限りませんから……その出会いは幸せだと思います」

　ナスの言うとおりだ。

　世に出ている作品は多いが、自分の趣味に合うものばかりではない。

　出来の良よし悪あしと、個人的な好き嫌いは別だった。

「……この作者さんは、すごく細かいとこまで作りこむタイプっぽくて……ちょっと説明が多いんだけど、自分とは趣味が合うな、と」

「そうですか」

「だけど、僕……小お倉ぐらまりぃ先生の新作にも描く、ってことで話を進めてるんですよね」

「ああ、《猫ソナ》の」

「なんか気に入ってもらえたみたいで。それは嬉うれしいんですけど……」

「大丈夫ですか？　まだ《猫ソナ》も続くんですよね？　いきなり増やしすぎじゃありません？」

　悠ゆう斗とも同じことは考えた。

「まだ先ですけど《猫ソナ》の最終巻と、新作の１巻を同時刊行という話だから、シリーズとして重なるのは、そこだけだし」

「帝てい王おう文庫のほうは？」

「刊行ペースは調整してくれるらしいから……なんとか」

　今は、仕事の合間に好きな絵を描いている時間が、けっこうある。ピクシブにも上げていないような落書きばかりだが。

　そのうえで、スケジュールに余裕が作れていた。

「忙しくなりそうですね……」

「２シリーズくらい、みんな描いてるし。ナスさんだって、コンシューマゲームのイラストを毎月10枚以上も描きつつ、ラノベの挿絵もしてるじゃないですか」

「もう慣れちゃってます」

「僕だって、いつまでも新人みたいなペースじゃマズイですよ」

「そうですね……ユウトさんなら、きっと大丈夫です。だって絵を描くのが、本当に好きな人だから」

　ナスがテーブルの上に手を置く。

　その指先が、悠斗の手に触れてきた。ひんやりとしていて、やわらかい。

　ちょっとくすぐったくて、心が温かくなった。

「描くのが好き……か。それしかないって感じだけど……」

　スケジュールについて、そこまで心配はしていない。他の人に比べて作業が遅いわけではなかった。速いほうでもないが。

《猫ソナ》の進行が限界を突破して、担当編集の永なが井い敬けい吾ごが血を吐きそうになる原因は、小説を書いている著者が〆切を守らないせいだった。

　いろいろ理由はあるのだろうが……

　スケジュールの帳ちよう尻じり合わせに急せかされるのは、困ったものだ。

　ぽつり、とナスが言い足す。

「……でも、なにか心境の変化があったんですか？」

「僕が帝てい王おう文庫の依頼を受けたら、そんなに変かな？」

「いいえ、あそこは大手レーベルですから……ただ、今までも依頼はあったと思うんです」

「まぁ、来てますね」

　挿絵を描いたラノベがアニメ化し、コミケで壁サークルのイラストレーターとなれば、頻ひん繁ぱんに依頼がある。ラノベだけでなくゲームやグッズの仕事など、多いときは断りのメールを書くのも一苦労だった。

　ナスも似たような立場だから、百も承知している。

「芸能事務所から声がかかったりもしますものね」

「え!?　そんなことが!?」

「ユウトさんも、ありますよね？」

「ないですよ!?」

　以前、錦にしきがナスを〝崇拝される人の意味ならアイドル〟と評していたが、ガチでアイドル候補だったのか。想像していた以上に、周りの熱量が高かった。

　ナスが悠ゆう斗との顔をまじまじと見つめてくる。

「あらら……もったいない……」

「どういうことかな？」

「じゃあ、それは措おいておくとして……どうして、その作品なんですか？　選んだ理由が気になります」

　悠斗は原稿に視線を落とした。

「本当に、良さそうな作品だと思ってますよ」

「ええ……でも、そもそも原稿を読もうと思った理由があるのかな、と思いまして」

「顔に出てました？」

「いえいえ、たんなる勘です」

　理屈がない。

　──女の人って、やっぱり、たまに怖いなあ。

「依頼を受けようと思ったのは作品を読んでからですけど、興味を持った理由はあります。べつに隠すようなことじゃないんですよ。わざわざ言うようなことでもないと思ってただけで」

　ふと視線を向けると──

　台所でお茶をいれている乃のノの香かが、チラチラとこちらを気にしている様子だった。

　手招きする。

「ちゃんと話しておくよ。聞いてくれる？」

「はい！」

「聞かせてもらいます」

　絨じゆう毯たんのうえに、ナスが正座する。悠ゆう斗とも同じようにし、乃のノの香かも倣ならった。

　こんなふうに畏かしこまって向き合うなんて、妙な感じだ。

　悠斗はプリントされた原稿ではなく、《アルテミス・クリムゾン》の文庫本を膝ひざの先に、置いた。

「火ひ屋や大だい字じ先生のデビュー作だ。イラストレーターは、京きよう橋ばし彩あや華か……」

「あ、読んだことあります」

　乃ノ香が片手を挙げる。

　ナスは首をかしげた。

「京橋先生と、何かあったんですか？」

「……京橋彩華はＰＮペンネームじゃなく本名なんです。そして、僕の本名は京橋悠斗」

「あっ!?」

　２人が、ほぼ同時に目を丸くする。

　悠斗は文庫本に視線を落とした。




「京橋彩華は、僕の姉で……どうしても超えたい、目標の人なんです」




















　週末──

　悠ゆう斗とはイベントに参加していた。

　といっても、サークル主は錦にしきのほう。今日は手伝いだ。

「いやぁ、助かったぜ、ユウト。売り子ちゃんが急にダウンしちまってさー」

　錦はスタジャンにニット帽という格好で、シャツは相変わらずアロハみたいに派手な花柄だった。

　悠斗はダンボール箱を開けていく。左手首は固定されているが、これくらいはできる。

「インフルじゃ、仕方ないよ」

　錦が用意したのは、表紙込み12ページの折本だった。

　表紙はモノクロだが、ちゃんと印刷所に出して作ってある。

　はじまったばかりの秋アニメが題材で、作業期間が短かったはずなのに、よく仕上げたものだ。しっかりとマンガでオチまでつけてあった。

　値段は安め。ギリギリ印刷代が出る程度か。イベント参加費や交通費を考えたら赤字だろう。

　用意している数も少なくて、ダンボール箱の数は片手で数えられる程度しかなかった。

「これだけ？」

「今日は稼ぐために来てないし。大きなイベントじゃないからな」

「コミケ前にお客さんの反応を知りたいから出す、って言ってたもんね」

「これを売るだけなら、俺だけでもできるけど、それだと参加した意味が半分しかなくなるからなぁ」

「あとの半分って？」

「会場を回って、どんなサークルに列ができてるか見るんだよ。スペースに籠こもってたらわからないからさ。人気ジャンルや絵柄の傾向とか……都内の中規模イベに来るような参加者は精鋭だ。その嗅きゆう覚かくは参考になるぞ」

「……そこまでするんだ」

「俺みたいに腕前がハンパなヤツは、ちゃんと需要のあるジャンルを描かねえと」

「ハンパかなぁ」

　悠斗はジャンル選びにそこまでの熱意は持てない。好きな作品を見つけて、そのとき描きたいものを描くばかりだった。

「言っとくけど──俺は〝流行を探る〟のが好きだからやってんだぞ？　これが趣味なんだ。真ま似ねしなくていいし、必要もねえからな」

「変わった趣味だね」

「わはは……俺にしてみりゃ、もう完成してる絵に、ちまちまと細かいもん付け足すほうが、よっぽど変わった趣味だぜ」

「いやいやいや、最初からイメージしてた作業をしてるだけだからね？　蛇足みたいに言わないで」

　イベント開始前の時間に、わーわーとやってたら、女の人が来た。

　豹ひよう柄がらのタイトなワンピースに、丈の短いコートを羽は織おっている。足元は革ブーツだった。太ももだけが、これでもかと露あらわになっていて、ちょっと寒そう。

　同人即売会よりも、夜の六ろつ本ぽん木ぎに居そうな格好だが、手にアニメ絵柄のトートバッグを提げていた。

「おつー、ユウト、錦にしき」

「よう！」

「おはよう、ハラミ」

　彼女が、悠ゆう斗とたちを眺ながめて言う。

「あんたらさ、男同士でイチャイチャしてると薄い本にされるわよ？」

「いきなりご挨あい拶さつだな。生ものネタはシャレにならんぞ？」

「……やめよう、本当に。本当に」

　悠斗は首を何度も横に振った。

　錦が口をヘの字に曲げる。

「だいたい、リアルの知り合いで妄想とか、ありえんだろ？」

　ハラミが首をかしげた。

「そう？　腐女子なら普通じゃない？　あんたらだって、リアルの女の子との妄想するでしょ？　た、例えば、あたしとか……やだぁ、けだものすぎる！　そんなのダメ！　ああん、この変態！」

　自分の身体からだを抱きしめて、勝手に身もだえする。

　ぱたぱた、と錦が手を横に振った。

「ネーわ」

「……どうして僕が、肉食動物に捕食される妄想をすると思ったんだい、ハラミ？」

　２人の反応に、彼女が頰ほおを膨らませる。

「んもう！　あたしが、こんなにがんばってエロい格好してきてるのに！　寒くてもがんばってるのに！」

「やっぱり寒いのかよ」

「そうだよねえ、寒そうだなって思ってたよー」

「ぬぬぬ……」

　錦にしきが下から上へ視線を流す。

「てか、お色気のつもりだったのか。豹ひよう柄がらとか、けものコスかと思ったぜ」

「違うし！」

　まあまあ、と悠ゆう斗とはなだめる。

「ハラミには豹柄、似合ってるよ？」

「どうせ肉食動物とか言うんでしょ、ユウトがいじめる」

「本当に似合ってるって」

「…………本当？　もうネタとか冗談とか噓うそとかナシね？　聞かないからね？」

「信用してよ」

「あはっ」

　彼女は嬉うれしそうな笑みを浮かべた。こうして笑っているときは、普通の女の子みたいだ。

　錦がため息をついた。

「ユウトはハラミに甘いな」

「そうかなぁ……」

「ベー、だ！　錦がドＳ過ぎるのよ！　ユウトにだけ、これあげるー」

　彼女がトートバッグから、何か出した。

　ビニールに包まれていて布を丸めた棒──タペストリーか。布製のポスターで、単価がけっこう高めになるグッズだった。

　広げてみる。

　彼女がイラストを描いている《〇マル七ナナ二フタ小隊前進セヨ！》というラノベのものだった。

　ビシッ！　とハラミがピースする。

「アニメ化きねーん！」

「そうか、発表されたんだっけね。おめでとう」

「ふっふっふー」

　錦が覗のぞきこんだ。

「んん？　公式のロゴとか©マルシーとか入ってなくね？　色校？　あ、いや……端はしっこに、ハラミのサークルの名前が……」

　ぞわっ、と悠斗の背筋に寒気が走った。

「…………じ、神じん宮ぐう寺じ神かみ絵え先生？」

　彼女が苦笑する。

「なによユウト、急にＰＮペンネームをちゃんと呼ぶとか。とうとう、あたしの魅力に気づいちゃった？」












「つかぬことをお聞きするんですが、これは同人グッズとして作ったんでしょうか？」

「うん。コミケ合わせでもよかったんだけど、もうアニメ化の発表があったし、納品が思ったより早かったから、このイベントで出しちゃえー、って」

「……編集部の許可は取りましたか？」

「え？　なんで？　みんな、版権物やるときに、許可とか取ってないでしょ？　ファン活動ってやつでしょ？」

　悠ゆう斗とのタペストリーを持つ手が震えた。

「ッ!?　む、無許可で、担当作のグッズ!?」

　錦にしきが後ずさった。

「テ、テロい……爆弾だぜ、こいつは……!!」

　２人の様子に、さすがのハラミも何かを感じ取ったらしい。

「な、なに？　なんかマズかったの？　どっか絵がおかしい？　急いで描いたけど手は抜いてないと思うんだけど……」

　アニメ化について、以前は喜ぶよりも仕事が倍増することを不安がっている様子だったが、実は相当に浮かれていたらしい。

　そういえば、好きな作品のグッズは損得抜きの勢いで作ってしまう子だった。しかも、自分大好き人間だ。ヒットした担当作なら、大好きで当然か。

　自分の作品を愛するのは良いことだと思う……だが！

「やっちゃったか……」

「やらかしやがった……」

　悠ゆう斗とと錦にしきは揃そろってうつむいた。額に手を当てて、同時にため息をつく。

「だから、なにがダメなの!?」

　錦が人差し指をつきつける。

「ドアホ！　同人はファン活動だ！　お前は、その作品のファンじゃねえだろ!?」

「ひどーい。あたしの一番のファンは、あたしだよ！」

「そういう精神論じゃなくてだな。契約書に書いてあったろ、〝合意なく関連物や類似物を制作、配布してはならない〟って！」

　ハラミが固まった。

「あ、あの……文字がいっぱい書いてある紙？」

「もしかして、読んでねえのかよ……家電の説明書じゃねえんだぞ。一通り目を通すのは基本だろ」

「だって、担当さんが〝ここに名前を書いて、ここにハンコね〟って言うから……」

「読まないのは自由だけど、判子を突いたら同意したことになる。違反すれば契約解除や損害賠償まであるぞ。社会を舐なめるな。サイン一発で戦地じごく行きってこともあるんだから」

「ひっ!?　でも、ユウトだって、読んでないでしょ？　ね？」

「そうだけど……錦に読んでもらってるから」

「裏切り者!?」

「そういうのに疎うといんだから、詳しくて信用できる人に頼るのは、悪いことじゃないと思うよ。なにより、自分だけの作品じゃないんだから、勝手にグッズを作ったらマズイって、常識的に」

「挿絵を描いてるのは、あたしだけだよ？」

「キャラクターを考えたのは《〇マル七ナナ二フタ小隊前進セヨ！》の作者さんだし、編集さんの意見も入ってるし、ロゴとかデザイナーに頼んでるし、アニメ化するほど売れたのは出版社の営業の人たちのおかげだし……」

「うっ!?」

　言われて、ようやく気付いたらしい。

　じわっ、と瞳ひとみが潤んだ。ハラミがうつむく。

「…………ごめんなさい」

「あ、いや……僕は怒ってないけど……無断で配布すると、作者や出版社がね？」

　錦が、彼女の肩をぽんぽん、とたたいた。

「不幸中の幸いだ。配布前でよかったな。このタペを売らなきゃいいからよ。本もあるんだろ？　それだけにしとけ」

「……うん」

　すっかり意い気き消しよう沈ちんしている様子だった。膝ひざが震えている。

「なあ、ハラミよ……そいつ、どんくらい作っちまったんだ？」

「こ、こんだけ」

　彼女が両手を広げた。

「10本？　そりゃないか、１００本か？　まぁ、自己満足の記念品だもんな」

　首を横に振る。

　嫌な予感がした。

　ハラミがつぶやく。

「……10箱」

「ゲゲーッ!?」

　錦にしきが弾はじかれたようにのけぞった。

　悠ゆう斗とはため息をつく。

「ハラミさ……いつもだけど、作りすぎじゃない？　売れないときのことも考えようよ」

　しかも今回は、別の意味で売れないわけだが。

「描きあげたときに、すっごい会心の出来だったから〝これは確実にイケる！〟ってテンション上げちゃって……てへへ」

　錦が唇をヘの字にした。

「てへへ、じゃねえよ。大丈夫なのか、印刷代？」

「……ううぅ……今度こそ、誰かに買ってもらわないとダメかも……あたしを」

「馬鹿なこと言ってんなよ！」

「に、錦……あたしのこと大切に想おもってくれて……」

「お前が身体からだを売ったていどで、それの印刷代になるわけねえだろ!?　商業レベルの数字だぞ!?」

「ひどーい」

「酷ひどいのは、お前の脳みそだ」

　悠斗は双方をなだめる。

「まあまあ……錦、なんとかできると思う？」

「うーむ……甘やかすな！　と言いたいところだが……昼頃に詳しそうな人が来る予定だから、話してみるか」
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　午後一時──

「おウッ!?」

　口元を押さえたのは、編集の永なが井いだった。相変わらず血を吐きそうな声だ。実際に吐いて病院に担ぎこまれた過去もある。

　場所はハラミのスペースの裏。

　目の前に、彼女の作ってしまったタペストリーの箱が積まれていた。

　錦にしきが尋たずねる。

「どーよ、ナガチー？」

　問われた永井の額から、もう秋だというのに汗が伝い落ちた。

「………………編集部の常識からすると、イラストレーター交代です」

「だよなぁ！」

　もう笑うしかない。

　ハラミだけが顔を青ざめさせていた。

「あわ……わぅ……ごめ……」

　永なが井いが片手で制する。

「いや、私は直接の担当ではありませんから、何の権限もありません。一般的な通念としては、という話です。編集長や著者先生に個々の判断があるでしょうし……なにより、今はシリーズにとって大切な時期ですから」

　錦がうなずく。

「アニメ化発表の直後に絵師交代なんて、できれば避けたいよな」

「はい、できれば……。幸いにも販売はしてないわけですし、今回は注意喚起くらいが妥当かと」

　悠ゆう斗とは頼みこむ。

「永井さん、このままだと、神じん宮ぐう寺じさんは印刷所への支払いができないんです。なんとかできませんか？」

「え？　でも同人活動の赤字までは、ちょっと……」

「お願いします。知恵を貸してください」

「うーん……」

　錦も両手を合わせた。

「俺からも頼むわ」

「……無む茶ちやを言ってくれますね、ユウト先生も二に色しきさんも」

「ナガチーならできるって」

「ひどいなぁ」

　永井がスマホを取り出した。まずは編集長に電話をかけつつ、スペースを離れる。作家陣には聞かせられない会話があるようだった。

　１時間後──

　すっかり疲れた顔の永なが井いが戻ってくる。

「だいたい決まりました」

　ごくり、とハラミが喉のどを鳴らした。

　永井がダンボールを指さす。

「こちらは、この場で納品ということで……編集部が引き取ります。©マルシーやロゴはあとで何とかするとして……間に合えば、年末のイベントで公式グッズとして販売するということに」

「いいの!?」

「良くはないです……しかし、編集長が〝最初に契約を交わしたとき神じん宮ぐう寺じ先生が未成年だったことを鑑かんがみ、説明不足な面があったかもしれない〟と。著者の先生もイラストレーターの交代は絶対に避けたい、とのことで」

　へなへな、とハラミがパイプ椅い子すに崩れ落ちた。

　懲りるということのない彼女も、さすがに今回は肝を冷やしたらしい。

「ふはぁぁぁ……」

「神宮寺先生、印刷所の支払いを編集部が引き受けるということで大丈夫でしょうか？　今回は特例なので、諸経費や原稿料までは、ちょっと難しいというか……そもそも予算が付いてない案件ですから……」

「あっ、もちろんです！　大丈夫です！　ありがとうございます！」

「特例中の特例なので、もう二度と同じことは……」

「やりません！」

　ペコペコと何度もハラミが頭を下げた。

　悠ゆう斗とと錦にしきは顔を見合わせる。

「なんとかなった、かな？」

「やれやれだなぁ」

　永井がおだやかな口く調ちようで言う。

「そうそう……編集長が〝神宮寺先生が意欲を見せてくださっているので、普通なら既存絵を使いまわす販促も、今回はどんどん新規絵を出していきましょう〟と言っておりました。おおいに忙しくなると思いますが、ご自愛しつつ、よろしくお願いします」

「………………がんばりましゅ」

　震え声だった。




















　夕方──

　悠ゆう斗とはメモを取りながら話している。

　デスクにスマホが置いてあった。そのスピーカーから、相手の声が流れてくる。

『資料とかはないです』

「じゃあ、作家さんからも編集さんからも、とくに指定はない感じですか……」

『そうですねぇ。ユウト先生のセンスで、お願いできましたら！』

　相手は帝てい王おう文庫の船ふな山やま透とおるだ。

《レイン・レイン・ガールズ》のイラストを引き受けると決め、今回は電話で打ち合わせをしていた。

　原稿は貰もらっているが、キャラクターの描写は書いてあったりなかったりする。

　著者である火ひ屋や大だい字じ先生が抱いているイメージはどうなのか？

　他にも、作品の方向性について、担当者の船山に訊きいてみたが、とくに指針は得られなかった。

《猫ソナ》の作者は丸投げしてくるタイプで、キャラクター描写があるべき行に『イラストに合わせる』なんて書かれていたりする。

　それが正しいとは思わないが……。

　担当の永なが井いは〝キャラクターデザインについては一切口を出さない〟と宣言しているタイプだった。

　最初は戸惑ったが、どんなデザインでもリテイクがないので、今では新キャラが登場すると、自然に〝このキャラはどんな外見にしようか〟と考えるようになっている。

　まるで白い画用紙を渡されているような感じだった。

《レイン・レイン・ガールズ》は断片的な描写があるので、ピースの足りないジグソーパズルのようだ。

「うーん、情報が足りないだけなら、そんなに悩まないんですけど……このキャラって男口く調ちようで話すうえ、周りからも美少女じゃなくイケメンって扱いじゃないですか？」

『はい』

「でも描写には、リボンを結んでるってあるんですよ。服装もスカートのシーンがあるし」

『そう、ですね』

「ボーイッシュなのかガーリーなのか、どっちのビジュアルがいいんですかね？　髪の長さは書いてないですし」

『そこは、もう先生のフィーリングで！』

「……そうですかぁ」

『私としては、髪は短いほうがいいのかな、と思うんですが」

「あ、ああ、思うんですね」

　メモしておく。

『私が、このキャラなら短くすると思うんですよ』

「なるほど」

　女の子のキャラクターだし、女性の意見は聞いておくべきか。





　　　　　†






　電話を切る。

　ぐったりと椅い子すに背を預けた。アーロンチェアのメッシュがたわむ。

　乃のノの香かがお茶を持ってきてくれた。

「お疲れさまです、ユウト先生」

「ああ……ありがと」

「癒いやし効果があるカモミールのハーブティーです」

「それはいいね」

　ティーカップを持ち上げる。

　たしかに、優しい香りが鼻孔をくすぐった。

「なにか悩み中ですか？」

「ちょっとだけ……やっぱり新しいことを始めると、いろいろ思わぬことが起きるというか……」

「なるほど」

「いくつかデザインを起こしてみたけど、しっくりこなくてね。どうも特徴が出ないというか。そのときは上う手まく描けたと思っても、次の日に見返すとダメだったりして……」

「何回も描き直してますよね」

「《猫ソナ》のキャラクターは、絵の情報はないけど、内面の情報が多いんだなって、今回のキャラデザをしてるうちに気付いたよ」

「内面ですか」

「うん。一緒に居たら、あんなことしそう、こんなことしそう……って想像できる。似合いそうな服も、なんとなく決まってくるでしょ──活動的な子には、パーカーとキュロットだとか。スニーカーだとか」

「あ、わかります。今回のは違うんですか？」

「うーん……青春モノなんだけど、事件のほうが中心になってるかな」

「ストーリー重視ってやつですか」

「そうだね。キャラの心情とか考え方は、特徴がないというか……みんな同じなんだ。立場と能力が違うだけで。だから、内面からデザインしてくと、似ちゃって」

「なるほどです」

　ガシガシ、と悠ゆう斗とは頭を搔かいた。

「いや、違うな！　この原稿のせいじゃないんだよ。ストーリー中心の作品なんて、いっぱいある。世の中には、セリフ１つない段階でキャラデザする仕事だってある。これは僕の問題なんだ。足りてない！」

「ユウト先生……」

「ああ、自じ虐ぎやくしても仕方ない。京きよう橋ばし彩あや華かは、この作家さんの原稿で、あのクオリティのイラストを描いたんだから」

「…………」

「ときどき……姉さんと比べて、僕は何もかも足りないとしか思えなくなって……もう、このまま何も描けなくなっちゃうんじゃないかと、泥沼に沈しずんだ気分になるんだ」

　ため息も出なかった。

　乃のノの香かが言葉を失ってしまう──なんと声をかけていいか、わからなくなったのだろう。

　悠ゆう斗と自身も、アドバイスや励ましを求めているわけではなかった。

　自分が納得できるキャラクターをデザインするしかない。

　成果が必要だった。

　上う手まくいっていない自覚はある。

　しかし、これが必要な苦悩で、この先に正解があるのか？　それとも間違った思考の袋ふくろ小路こうじなのか？

　正しい道を歩いている確信が持てず、砂漠で水もなく彷徨さまよっている感覚だった。

　乃ノ香が固まっている。

　悠斗は声を荒らげたりはしていないが、彼女に感情をぶつけてしまったのだと気づいた。笑みを作る。

「はは……ごめんね。大丈夫だよ。新しいことを始めたら、少しくらい戸惑うのなんて当たり前だから」

「そ、そうです！　ユウト先生なら、きっと大丈夫ですので！」

「……がんばるよ」

　玄関のチャイムが鳴った。

「出てきますね」

　乃ノ香が踵きびすを返す。

　宅配便かセールスか。どちらにせよ、もう慣れたものだから任せても大丈夫だ。

　悠斗は原稿へと意識を戻す。

　玄関扉が開く音がして──




「きゃああああぁぁぁ!?」




　乃ノ香の悲鳴がした。

　──また!?

　悠斗は椅い子すを蹴けって立ち上がった。

　玄関先に駆け寄る。

　乃ノ香が、誰かに抱きつかれていた。

　その相手は、乃ノ香よりも少し背が低いくらいで、細い。

　緑色のブラウスにジーンズのスカートをはいている。開けっ放ぱなしの玄関から夕ゆう陽ひが差しこんで、金色の髪が輝いて見えた。

　甲かん高だかい声をあげる。

「キャー、かわいい！　ユウトくん、いつの間に、こんなにもキュートになっちゃったの!?」

「はわあっ!?　だ、誰ですか!?」

「すこし会わないうちに、ずいぶんやわらかく、さわり心地がよくなって……いい香りまでするように……!!」

　すんすん、と乃のノの香かの首筋に鼻先を近づける。

　その金髪の女性の頭を──悠ゆう斗とは右手で摑つかんだ。

　引ひき剝はがす。

「僕のわけがないでしょ!?」

「わーお!?　ユウトくんが２人!?　どうゆうこと!?」

「どう考えても、この子は、僕じゃないよ！」

「ああ、そっかー。ユウトくんの家だから、玄関を開けたら出てくるのはユウトくんだと思っちゃった」

「は、離してください～」

　乃ノ香が穴に嵌はまった仔こ猫ねこみたいな声をあげた。

　その女性がようやく解放する。

「ごめんね、ごめんね」

「あうぅ、どなたですか!?」

　自由になれた乃ノ香が、慌てて悠斗の後ろに逃げこんできた。












　悠ゆう斗とは口ごもる。

「あー……とても言いにくいんだけど……この人は……」

　彼女が下唇に、ぴんと立てた人差し指をあてた。

　強調された唇はピンク色で艶つややかで、口紅のＣＭに使われそうな造形だ。日本人とは違う鼻の高い顔立ちだった。

　唇の両端が、わずかに上がって笑みを作る。

「はじめまして、お嬢ちゃん。私はマリィ＝マルセル・コクラ。たまに夢の案内人をしているの」

　乃のノの香かの困惑が深まった。

「え？」

　悠斗はため息をつく。

「うーん……信じられないかもしれないけれど……この人はＰＮペンネームを小お倉ぐらまりぃといって、あの《猫と宝石と銃のソナタ》の作者なんだ」

「えええ!?」

　乃ノ香が叫び声をあげた。

　驚きの声というより、悲鳴に近い。

　気持ちはわかる。

　──作品とのギャップが酷ひどいからなぁ。

　当の本人は涼しい顔をしていた。

「私のことは〝マリィ〟って呼んでね。〝リンゴちゃん〟でもいいわ」

「は、はぁ……リンゴ、お好きなんですか？」

「んー、どっちかっていうと、苺いちごのほうが好き」

「ううぅ……？」

　乃ノ香が助けを求めるような視線を向けてくる。僕に振られても、困る。

　マリィがマイペースなのは、いつものことだった。

「お嬢ちゃんは？　ユウトのステディ？」

「ち、違いますので！　わたしは、乃の木ぎ乃ノ香といいます。ユウト先生の身の回りのお手伝いをしてて」

「ああ、メイドちゃんね。家事をしてるの」

「えっと……そうです。お食事の用意とか、部屋のお片付けとか、お茶をいれたりとか」

「膝ひざ枕まくらも？」

　ビクッ、と乃ノ香が固まる。

　同時に悠斗も驚いていた。

　──誰かから聞いたのだろうか？　ここで膝枕していたのを見たのはハラミだが、マリィと親しくはなかったはず……。

　ぱたぱたと乃のノの香かが手を左右に振る。

「そ、そそそれは……!?」

「あー、してるのね！　してるんだ！」

「うぁあああれはですね……ユウト先生がお疲れな感じでしたので～」

　しどろもどろになった。

　マリィが詰め寄ってくる。

「いいなぁ……膝ひざ枕まくら、いいなぁ」

　悠ゆう斗とは両腕を広げて、乃ノ香をかばった。

「ちょ、ちょっと落ち着いて。マリィも膝枕をしてほしいってこと？　でも誰にでもってわけにはいかないから」

「うん、私もしてほしい！　あ、でもユウトくんなら、してあげるのもいいよ!?　やったことないけど、座ってるだけでしょ」

「まぁ、そうなんだけど……てか《猫ソナ》でやってたシーンあったよね？」

「アハハ！　それくらい想像で書けなきゃ！」

「う、うん……」

　背後にいる乃ノ香が、うめくように問う。

「あの……本当に、この方が小お倉ぐら先生なのでしょうか？」

「まぁ、信じられないのは無理もないけどね。《猫ソナ》のキャラたちは、もっと上品で優しくて礼儀正しいから……でも、本当なんだ……残念ながら」

　ユウトの経験上、作家は２パターンに分けられる。

　登場人物そのままのような人と、まるっきり正反対の人だ。

　例えば、似たようなラブコメを書いている作者でも──一方で〝学生時代の体験を薄めて書いてる〟というようなリア充の化身みたいな人がいるかと思えば、〝床が抜けるほどラブコメを読んだ。生身の女性とは話すのも苦手〟という二次元の住人もいる。

《猫ソナ》は落ち着いた雰囲気で童話的と評されるが、マリィはテンションの高い型破りな人物だった。

　乃ノ香がショックを受けたような顔をして、何か言いかけた言葉を吞のみこむ。

「………………ぅ」

　マリィが腰に手をあて、首をかたむけた。

「ユウトくん？　私が《猫ソナ》の作者だと〝残念〟て、どういう意味？」

「あー……残念ってのは……」

「言葉は知ってるよ？　〝心残りなこと。未練のあること〟って広こう辞じ苑えんに書いてある」

「まさか暗記してんの!?」

「全部じゃないよ、覚えてるものだけ。暇なときに辞書を読むくらい、誰でもやってるでしょ」

　とんでもない。

　──でも、プロの作家って、そうなのか？

　悠ゆう斗とは肩をすくめた。

「マリィの言動が、《猫ソナ》のイメージと違いすぎるからさ」

「アハハ……そりゃあ、現実の猫はしゃべらないもの！」

「いや、そこじゃなくてね？」

　マリィが両手を肩の高さに持ち上げた。

「わからない、わからない。ユウトくん何を言ってるの？　今日は、ちょっと変よ？」

「僕が変なのかなぁ……」

「もういい？　私、とっても急いでるの！」

「う、うん……って、どうして僕が引き留めてるみたいな言い方なの。マリィが訪ねてきたのに」

　急にマリィが真剣な表情になった。

「いろいろ話したいことがあるの。でも、今は、それどころじゃないのよ。緊急事態なの。大急ぎ！」

　緊急事態か。

　たしかに、イラストレーターの家に、約束もせず作家が訪ねてくるなんて、普通はありえない。

　マリィが訪ねてきたのは初めてではないが、錦にしきやハラミほど親しいわけではなかった。

「どうしたんだい？」

「私、本当に急いでるの……もう、トイレで出すか、ここで出すか、って感じよ!?」

「えっ!?」

「あ……ダメかも」

　彼女が下腹部を押さえて、憂いを帯びた表情を見せる。

「うわあああ！　早くトイレを使って！」

　悠斗は玄関のすぐ右にあるドアを引き開けた。乃のノの香かも後ずさりして、素早く通り道を譲る。

「どうぞ！」

「ありがとう、ありがとう、とっても愛してる！」

　たぶん、その愛情は自分に向けられたものではなく、トイレにだろう──と悠斗はドアを閉めながら思うのだった。
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　ほぅ～、とマリィが吐息をつく。

「天使が見えたわ」

「僕は地獄のような光景を見ずに済んで、ほっとしてるよ」

　悠ゆう斗とも別の意味で、ため息をついた。

「世界には、愛も救いもあるのね」

「トイレ以外で実感してほしかった」

　どうぞ──と乃のノの香かがティーカップを並べる。

「わぁ、ありがとう！」

　悠斗はマリィの話を待つ。

　先ほど〝いろいろ話したいことがある〟と言っていたからだ。わざわざ、悠斗の部屋までトイレを借りに来たわけではないだろうし。

　いつ本題に入るのか？

「…………」

　視線に気づいて、マリィもこちらを見た。

「なに？　ちゃんと手は洗ったわよ？　本当よ。ウソじゃない」

「そんなこと心配してないし、疑ってもいないから。そうじゃなくて、何か話したいことがあるんじゃなかったの？」

「わぁお！　ユウトくん、なんでわかったの？　もしかして、エスパー？」

「マリィが自分で言ったじゃないか……」

「あら、そうだっけ」

　乃ノ香はコタツの定位置をマリィに取られたので、悠斗の右側へと腰を下ろした。

　お茶菓子として、買い置きのひとくちチョコを並べる。

「あの、小お倉ぐら先生……じゃなかった、マリィ先生って、外国の生まれなんですよね？　前にネットニュースのインタビューに書かれてましたけど」

「そうよ！　フランスとロシアのダブルなの！」

「わぁ……」

　乃ノ香が驚いて、マリィは満足そうな笑みを浮かべてうなずいた。

　悠斗は肘ひじをついて右手に顎あごを載せる。

「──ということにしてるけど、生まれは埼さい玉たまだよね。フランスとロシアは曾そう祖そ父ふの代に混じってるだけで」

「え!?」

　これまた乃ノ香が驚いた。

　マリィが、けらけらと笑う。

「そうそう！」

「インタビュー、ウソだったんですかー!?」

「アハハ……だって、夢がないでしょ？　つまらないじゃない。インタビューだろうと、読者が面白くないのはダメよ」

「外国人の血は薄いんだけど、顔立ちが日本人ぽくないから、ダブルってことにしてるらしいよ」

「あ、でも私、大学はダブッたから！」

「すっごい関係ないな」

　マリィが１人で笑って、悠ゆう斗とたちは置き去りだった。

　乃のノの香かが彼女の髪を見つめる。

「それじゃあ、染めてるんですか？」

「ううん？　これは生まれつきよ。本当よ。ウソじゃないから」

　念を押されると、かえって噓うそ臭くさかった。

　しかし乃ノ香は純真さを発揮して、まったく疑う様子もなくうなずく。

「そうなんですね。とても綺き麗れいな金色です」

「ウフフ……乃ノ香は良い子ね！　ウチのパパもママも黒髪黒目で日本人にしか見えないから、私が産まれたときは夫婦の危機だったらしいわ」

「あぅ、それは大変でしたね……」

「今は仲良しよ。昨日から台たい湾わんへ、25回目の新婚旅行に出てるし」

　──それ新婚かな？

　仲が良いのは良いことだけど。

　マリィが身を乗り出して、悠斗の手を握ってきた。

「ユウトくん！　だから私たちも旅行、行こう！」

「はっ!?」

「台湾いいよね！　台湾！」

「あー……僕、パスポート作ってないから」

「じゃ、国内でいいわ。もう東とう京きようから離れられれば、どこでもいいから！」

「落ち着いてくれ、マリィ」

　興奮気味の彼女を押し返して、まず座らせた。まだ手を摑つかまれている。

　乃ノ香が今日何度目かの驚きよう愕がくで、また目を丸くしていた。この調子だと、彼女の大きな目が、もっとパッチリになりそうだ。

「……しんこんりょこう？」

「違うからね、乃ノ香ちゃん。僕とマリィは、まったくぜんぜんそういう仲じゃない」

「ユウトくんは、もっと積極的になったほうがいいわ？　愛情は表現しないと」

「べつに消極的なわけじゃないよ。表現するべき愛情がないだけ。てか、僕とマリィって、そう何度も会ってないよね？」

「あら、私の作品に、あんな素敵なイラストをつけてくれたじゃない。宇宙で一番のラヴレターよ？」

「……あ……どうも」

　時と場合と表現はともかく、絵を褒ほめられると、もうお礼しか返せない悠ゆう斗とだった。

　いや、それでも──

「あのさ、マリィの話ってなんなんだい？　まさか本当に両親の新婚旅行が羨うらやましくて、僕を旅行に誘いに来たとか？」

「違うのよ」

「だよね」

「私は脱出したいの！　国内でもいいよ、温泉に行こう！　東とう京きようから遠いとこ！」

「……なにかあったの？」

「ザツモトがね」

「誰？」

「あ、編集なのよ」

「なるほど。編集さんが？」

「原稿を早くしろ、って言うから。もう無理」

「あー……」

　これダメなヤツだ。

　べつにラノベ業界にかぎらず、仕事を放ほうり出だして逃げる者はいる。関係者一同に迷惑をかけるわけで、いい大人のすることではなかった。

　逃亡には賛成できない。

　ビシッと厳しく言っておくべきか──と考えたところで、ちょっと引っかかった。

「マリィ、詳しく聞かせてくれないか？　君はどれだけ遅らせても、放り出したことはなかったよね」

「うん、そうかも。今まではね」

「ザツモトさんって、どこの出版社？」

「もう無理」

「わかった。どこかはいいから、何があったか詳しく教えてよ。まさか、それすら話したくないとは言わないだろうね？　ちゃんと教えてくれないと納得できない」

「…………」

　彼女は少し悩んだ様子だったが、居住まいを正した。

　まだ悠ゆう斗との手を摑つかんだままだったが……。

　マリィが話しはじめる。
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　とある荒野に一人のマリィと一猫のココがおりました。

　マリィはココとおしゃべりをして過ごしています。

「ここは退屈な場所よ」

「退屈だね」

「もっと楽しい場所だといいのに」

「どんな場所が楽しいの？」

「お花が咲いていたら楽しいわ」

「それなら種を蒔まけばいいと思うよ」

「素敵ね」

　マリィは種を蒔きました。

　やがて芽が出て葉がついて花が開きます。

　荒野にいっぱい花が咲きました。

　通りがかりのおばさんが言います。

「なんて素敵な花かしら」

「素敵でしょう？」

「この花を譲ってくださいな」

「どうぞ持って行って」

　おばさんは花を持っていきました。

　また別の人が来ました。今度はおじさんでした。

「なんて素敵な花だろう」

「素敵でしょう？」

「この花を譲ってもらえませんか？」

「どうぞ持って行って」

　おじさんは花を持っていきました。

　次から次へと人が来て花を持っていきました。

　とある荒野に一人のマリィと一猫のココだけが残りました。

「ここは退屈な場所よ」

「また種を蒔けばいいと思うよ」

「素敵ね」

　またおばさんが来ました。

「また花をください」

「もう花はないの。今から種を蒔まくところよ」

「そんなことより早く花をください！」

　おばさんは怒りだしました。

　とある荒野から一人のマリィと一猫のココは逃げ出したのでした。
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　マリィがため息をついた。

「──というわけなの」

「なるほど。ぜんぜん詳しくはわからなかったね」

「え？　わからなかったの？」

　彼女が不思議そうに首をかしげる。

　悠ゆう斗とは自分の理解力がなかったのかと、乃のノの香かに視線を向ける。

「どう？」

「えっと……素敵な物語かな、とは思ったんですが……マリィ先生と編集さんの話ではなかったですか？」

　マリィがうなずく。

「そう！」

　やっぱり悠斗にはわからなかった。

「……で、具体的には、なんて言われたのさ？」

「あたしが新作を考えてたら、ザツモトが〝そんなことより原稿を〟って言ったの！　信じられないよ！」

「きついな」

　新作は作家にとって、次の花への種まきのようなものだ。

　それで、さっきの物語を考えたわけか。

　わかりにくいな！

　なんにしても、マリィが腹を立てた理由はわかった。

「それで怒ったわけか」

「ううん！　まだあるの！」

「まだあるのか……どんなこと？」

「勝手にテンが入ってたの！　私、あれ好きじゃないのに！」

「ああ、読点のことか。編集さんが勝手に入れたの？　それってマズイやつじゃ……勘違いじゃなく？」

「私、テンを使ったとこは覚えてるもの」

　マリィが頰ほおを膨らませた。

　どんな理由があれ、作家の文章を勝手に書き換えるのは問題ではなかろうか。どうなのだろう？

　悠ゆう斗とはイラストレーターなので、詳しくない。

「僕だって、イラストが勝手に修正されてたらイヤだもんなあ」

「でしょ!?」

　ぎゅーっと手をにぎられた。

「痛いたた」

「わあ、ごめんなさい。ん？　ユウトくん……その左手は、どうしたの？」

　ギプスは取れたが、湿しつ布ぷを貼はって包帯を巻いていた。

「ちょっと転んじゃって」

「あらら、本当のケガなの。中二病かと思っちゃったよ」

「あー……オタ系のイベントで包帯とか眼帯とかしてると、どっちかわからないことあるよね」

　話を戻す。

「そういうことがあって、マリィは怒ってる、と」

「ううん！　まだあるのよ！」

「まだあんの!?　何個あるの!?」

「い、いっぱいあるけど……じゃあ、あと１個だけね」

　悠斗はうなずいた。

　マリィが唇を尖とがらせる。

「イラストの色が違ってるのに、そのまま本になってたのよ！」

「うっ!?　……まさか、僕？　それで直接、苦情を言いに来たんじゃ……？」

　だとすれば、ここまで一連の会話が、全すべて溜ためか!?

　色の指定なんて、それほど貰もらった覚えがないが……見落としがあったのだろうか。

　心臓の鼓動が速くなった。

　マリィが笑う。

「アハハ……ユウトくんじゃないよ！」

「よかった！」

「ユウトくん、私の作品、好きでしょ？　ちゃんと読んでくれてるの、わかるよ」

「……あ、いや、うん」

　マリィの作品は良いと思っている。

　しかし、だからというわけではなく──ユウトは挿絵を描くなら、その作品を充分に読みこむようにしていた。

「どんな間違いがあったの？」

「傘かさの色が違ってたの！　ちゃんと意味があるのに！」

「あー……傘か……」

　キャラクターの服装などは、細かくチェックしているが、小物は見落としやすい。

　やりがちな失敗だった。

「でも本になる前に、カラーページは見せてもらえるでしょ？」

　普通の進行だと──著者が原稿を書く。編集者を通じてイラストレーターに渡される。イラストレーターが絵を描く。編集者を通じて著者に渡される。

　全員が問題なしと思えば、本になるわけだ。

　もちろん、デザイナーや校正者も流れに加わるが、ひとまず話をシンプルにしておこう。

　マリィが声を荒らげる。

「絵の見本が、来てないの！」

「……そいつは酷ひどい」

「〝イラストは編集部のものであって、著者に見せてるのはサービスだから〟だって！」

「そ、そうかなあ？　権利的にはそうなのか？」

「絵の契約までは知らないけど」

　彼女は気が収まらないようだった。

　乃のノの香かが首をかしげる。

「あの、そういう契約なんですか？」

「どうだろう？　マリィが怒ってるザツモトって人は、《猫ソナ》の出版社じゃないから、僕が知ってるのと違うかも」

「《猫ソナ》の場合はどうなのでしょうか？」

　僕も詳しくないから、間違ってるかもしれないけど──と前置きした。

「イラストの著作権は僕にあって、使用権は出版社にあるんじゃなかったかな？」

「んん？　著作権と使用権ですか？」

　乃ノ香が首をかしげた。

　悠ゆう斗とは権利関係に興味がなかったので、ちゃんと調べたことがない。前に、そんなようなことを聞いた覚えが……という程度だった。。

「デザインやイラストの著作権は僕にある。つまり、絵はイラストレーターのものってこと」

「はい」

「契約を結んで、出版社には文庫で使える権利を売ってる。これが、挿絵を描いたときにイラストレーターに支払われる報酬ね」

「原稿料ですね」

「そう。使う権利を売ったわけだから、イラストレーター自身でも契約中に勝手に絵を使うのはダメ」

　先日のハラミの件を思い出した。

「それと、文庫で使うという約束で売ってるから、出版社が別の形にしたいときは、また買ってもらう必要がある」

「グッズ化したときですね！」

「うんうん……ラノベの場合、あまり多くないけど、クリアファイルとかバッジになると、ちょっとだけ貰もらえるよ。夕飯が豪華になるくらい」

「あはは」

「そんなわけで、絵はイラストレーターのもので、出版社が権利を買っている。小説家は関係ないから〝監修を受ける必要はない〟というのが……マリィを怒らせた編集の意見らしいね……これらは僕の解釈だから、あとで詳しく調べたほうがよさそうだけど」

　なるほどー、と乃のノの香かがうなずく。

　あれこれ思い出したのか、マリィが剣けん吞のんな目つきをしていた。

「もう無理」

　悠ゆう斗とも釈然としない気分だ。

　そんな精神状態では、創作に集中できないだろう。

「それで旅行か。スケジュールは大丈夫なの？」

「ダメダメよ。だから行くの！」

　──なにが〝だから〟なのか全く繫つながっていない。

「えっと……？」

「東とう京きようにいたら書けないでしょ!?　行こう！　どこでもいいから！」

　気分転換をしたいらしい、と解釈した。

　しかし、一番の疑問が残る。

「どうして僕なの？　小説家の不満なら、同じ小説家のほうが理解してくれそうじゃないか」

　少なくとも、例えば悠斗が仕事上で納得いかないことがあったとして──マリィよりは錦にしきやナスのほうが共感してくれそうな気がする。

　彼女が視線を逸そらした。

「いな……」

「ん？」

「作家の、友達……とか……。みんな、忙しくて！　ユウトくん、暇でしょ!?」

　現代社会で〝暇でしょ〟は禁句だと思う。

「……マリィの《猫ソナ》が売れたおかげで、いくつか仕事が入ってきて、けっこう忙しいよ」

　そろそろ冬コミの原稿もあるし、帝てい王おう文庫から受けた《レレガ》のキャラデザもある。むしろ、行き詰まってて焦っているくらいなのだが……。

　マリィが目を伏せる。

「そっかー」

　意外と本気で精神的に助けが必要なのだろうか。

　悠ゆう斗とは腰をあげた。

「ちょっと考えさせて。そんな調子なら、マリィは時間あるんでしょ？　乃のノの香かちゃんとお茶しててよ」

「わかった！　乃ノ香とイチャイチャしてるよ」

「えっ!?　えっ!?」

　申し訳ないが、子守を頼んだ。

　悠斗はスマホを持って、部屋を出る。




















　もう肌寒く、薄めのジャンパーだと身体からだが震えた。スマホを持つ手が冷たい。

　悠ゆう斗とは編集者と連絡を取る。

　最近、急ぎのときは相手の携帯電話に掛けることが増えていた。

　コール音４回目で繫つながる。

『はい』

「あ、どうも、永なが井いさん」

『おつかれさまです！　ユウト先生、どうかしましたか？』

「ちょっと、マリィのことで……」

『小お倉ぐら先生──あっ、もしかして、そちらに行ってるんですか!?』

「……探してたりしましたか」

『ウチはまだいいんですが、ヨソの編集部から行方を知らないかと問い合わせがありまして』

「電話もつながらない？」

『マリィ先生、携帯を持ってないんですよ』

「え？　家に置きっぱなしとか？」

『いえいえ、全く契約もしてないみたいです。家にも電話がないし』

「……現代日本で生活できるんですねえ」

『クレカや電子マネーも使わない主義らしいですよ。私が契約したときなんか、銀行口座もなくて、それだけは頼みこんで作ってもらったんですよねえ』

「何時代の人だよ!?　ＰＣとネットは？　まさか手書き原稿を郵送じゃないですよね？」

『ははは……さすがに、それは大丈夫です。なんとかメールは使えますんで』

　妙なことで安心してしまった。

　いつも編集者を通していたから、マリィの仕事ぶりや生活習慣など、知らないことばかりだ。

「旅行に出たいって言ってますけど……どうしますか？」

『いやあ、今はウチの原稿じゃないですし、気分転換が必要なら、いくらでも！』

「ぶっちゃけますね」

『何があったか聞いてますか？』

「事実は知らないけど、マリィがどう思ってるかなら──」

　悠ゆう斗とは彼女から聞いた話を、ざっくりと伝えた。

　永なが井いが電話の向こうで、相あい槌づちを打つ。

『ははあ、なるほど。ザツモト……あはは』

　笑いをこらえているようだが、完全に声が出てしまっていた。

「知ってる人ですか？」

　そういえば、他の編集部から問い合わせがあったとも言っていたか。

『ええ、知り合いですよ。編集者って、別の出版社の人たちと吞のむこと多いですし。仲いいんですよ』

「あ、そうなんですね」

『仕事上でライバルだから、編集者同士の仲が悪いと思ってる作家さんが、けっこういるんですよね。でもヨソの悪口なんか言ったら、金曜の夜には本人に伝わると思ったほうがいいくらいですよー』

「ひゃー!?」

『ははは……ザツモトですかー。きっと雑ぞう本もとさんですね、小お倉ぐら先生の担当ですし。ベテランの女性編集です』

「ああ、そうなんですね」

『新作に〝そんなことより〟ですか。言っちゃいましたねえ……でも原稿が遅れてたら、思わず出ちゃうのも仕方ないかなあ』

「……たしかに」

　待っている側からしたら──新作が大切だとしても、優先順位は目の前にある原稿が上だろう。

『言い方は難しいですよ。編集者と創作者って、どうしても相性があると思うんです。ある人に対しては良かったことが、別の人にはダメってこと、けっこう』

「そうなんですか？」

『例えば、作品の良いところを挙げたら、それを嫌がる先生が意外と多かったり』

「ああ……」

『ユウト先生も、その傾向がありますよね』

「嫌がってるわけじゃないんですよ？　ただ照れくさいのと……まだまだ足りないって思う部分があって……」

『はい。作家さんによっては〝思いつきを形にするから、ダメ出ししてほしい〟というタイプの方もおります。そういう方の原稿を褒ほめるばかりだと信用を失いますね』

「自分が納得してないのに褒められると、適当に言われてる気がしちゃうんですよ。これはダメだろう、って」

『お世辞は言わないですよ。本当に良いと思ってるんですけどねえ……あ、でも一番多いのは〝ダメ出しして〟と言いつつ、実は褒ほめてほしいってタイプかな』

「うわー」

『作家さん自身は作品の欠点を挙げるけど、つられて編集者が言うと不機嫌になるとか』

　──作家、面倒臭ッ!!

「マリィはどんな感じですか……？」

『自著のことを話すのが、好きじゃないタイプです』

「……厳しい。僕にマリィの取り扱いは無理かな」

　イラストレーターが作家と一緒にいたら、自然と作品のことが話題に出てしまうものではなかろうか。

　共通の趣味もないのだから。

　電話の向こうで、永なが井いが乾いた笑いをこぼす。

『は、はは……でも小お倉ぐら先生はちょっと変わってるけど、安定してるんで大丈夫ですよ。気分屋の作家さんなんか、どうして欲しいかが日によって変わりますからね』

「絶対に無理ですね、それ」

『ところがですねえ……これが相性のいい編集者だと、わかっちゃうんですよねえ！』

「ええっ!?」

『だから作家さんによっては〝この編集者じゃないと書けない〟という方もおられますよ。ある編集者が辞めたら、そのレーベルの作家さんが何人も止まっちゃったり……もう余人には口出しできない世界です』

「すごいな……」

　永井が話を転じる。

『あ、相性の話はともかく──原稿を勝手に書き換えるのは、論外ですね。読点一つだろうと』

「そうなんですね」

『雑誌やムックだと、出版社が原稿を買い取ってて、編集部で修正するのが当然の場合があります。レイアウトに記事を収めるため、ちょっと詰めるとか』

「扱いが違うってことですか？」

『小説の著作権は作家さんにありますからね、編集者が無断で改変してはいけないんですよ。法律上もダメです。信用問題になりますし……どうしても気になるなら、いくらでも修正をお願いしたらいいかと』

「どんなに急いでても？」

『著者に確認する時間すらない状況なら、もう内容に手をつけていい段階は過ぎていますね。慌てて直しても、逆に改悪する危険性のほうが高いと思います』

「あったなあ……」

　悠ゆう斗とにも経験がある。

　提出寸前に色味を直したら、あとで確認したとき〝やっぱり元のが良かった！〟という失敗があった。

『雑ぞう本もとさん、それ前にもやって──そんときは、作家さんが怒って刊行が止まっちゃったんですよね』

「酷ひどいな……」

『まぁ、その作家さんがウチに来てくれて、数字を出してるんですが！　はっはっは！』

　容赦ない人だった。

　──あれ？　さっき〝編集者同士って仲いいんですよ〟とか言ってたような？　あれ？

　あえてツッコミは入れなかった。

　せっかくの機会だから、イラストの見本についても聞いてみる。

　永なが井いがうなった。

『うーん……〝イラストの著作権はイラストレーターで、使用権が出版社〟ですか。実はそれ、間違ってないけど不十分なんですよね』

「どういうことですか？」

『契約書の文言と解釈しだいなんで、レーベルによるんですが──ラノベのイラストは、〝小説を絵で表現したもの〟と見なされます。つまり〝著作権は小説家にあり、イラストレーターは二次的著作物の作者である〟と……』

「えっ!?　ラノベの挿絵って二次創作だったんですか!?」

『法律上の話ですからね？　それに、二次創作にも著作権はあります』

　考えてみれば、文章がなければ挿絵は描きようがないのだから、納得できる話だった。

「……じゃあ、小説家に著作権があるんだから、挿絵の見本を送らないのは……？」

『先日の神じん宮ぐう寺じ先生と同じようなものですね。勝手に作っちゃあいけませんよ』

　そう言って、永井が苦笑した。

　マリィの立腹は、間違っていなかったわけだ。

　悠斗としても、イラストは作家に確認してもらいたい。

「……でも、どうしてベテランの編集さんが、そんなことを？」

『編集者の立場で、編集者を擁護するようなことを言うのはアレですが……小お倉ぐら先生の場合、原稿が来るのがギリギリすぎて、監修のメールを送っている時間すらなかったのかもしれませんねえ！』

「うわぁー」

　ありそうな話だった。

　マリィの遅筆には、悠斗と永井も困らされている側だ。

『雑本さんて、たまに問題も起こすけど、あちらの編集部では重宝されてるんですよ』

「優秀なんですか？」

『小お倉ぐら先生から原稿を取ってこれるの、雑ぞう本もとさんだけみたいです』

　悠ゆう斗とは頭を抱えてしまった。

　あれだけ怒っているマリィ自身が、その編集者の評価を上げているなんて。

「……気が合うだけが、人付き合いじゃないんですねえ」

『私も、小倉先生には好かれてないと思いますよ。よく〝恐こわいよ。もっと優しく〟って言われますから』

　どんなふうに原稿を取り立てているのか。

　闇やみを覗のぞきこむのはやめておいた。

「人それぞれなんですねえ……」

『そりゃもう、人がやってることですから』

　これが漫画の編集部になると、また様子が変わるらしい。面白そうだが、それは別の機会に聞くことにした。

「マリィには、帰るように言ったほうがいいですか？」

『いえいえ、先ほども言いましたけど……むしろウチの原稿を書くまでに元気になってもらったほうがいいですから！　気分転換が必要なら、満まん喫きつしてもらってください！』

「書けないなら、そのほうがマシですかね」

『ずっと家に籠こもっててもダメだったけど、外に出てみたら書けた──なんて話も聞きますし、いいと思いますよ」

「気分転換か……」

「ああ、《猫ソナ》は12月末が〆切ですから、それまでには帰ってくるよう、お伝えください！』

　本当に素直で酷ひどい人だった。

　通話を終える。

　現実的には、今の原稿が遅れれば、《猫ソナ》のスタートも遅れ、完成も延びるだろう。

「うーん……僕、今月は《レレガ》の挿絵やって、12月は冬コミ用の同人誌で、年明けから《猫ソナ》の挿絵をやるつもりだったんだけどなー」

　しかし、この調子だと、年明けは暇になってしまいそうだ。イラストレーターは絵を描かないと無職である。

　旅行くらいで、マリィのペースが元に戻るなら悪くはないか。

　なにより、悠斗自身も閉へい塞そく感があった。まだキャラクターデザインで悩んでいる。新しい街でも歩いてみたら、何かキッカケになるかもしれない。

　──行ってみるかな？

　あれこれと考えながら、悠斗は自宅に戻った。





　　　　　†






　玄関のドアに手を伸ばす。

　内側から、乃のノの香かとマリィの声がした。

「あんッ、ダメです！」

「ウフフ……大丈夫、大丈夫……イケるよ？　平気よ？」

　──ん？　なにやってるんだ？

　思わず悠ゆう斗とは固まった。

　２人の声が聞こえる。

「で、でも、こんなトコ……」

「ゆっくりね？　ね？」

「……やってみます……ん……ん……ん……あッ！」

「ほら、大丈夫だったでしょ？　ちょっと気持ちよかったでしょ？」

「……は、はい」

「それじゃあ、今度は私の番だからね。スゴイんだから」

「えっ!?　そんなトコ!?」

「ふふふ……」

「んッ、あんッ、ひっかかって……ッ」

「ちょっと太かったかなぁ？　でも、それが気持ちいいのよ。これ、気持ちいいヤツよ」

「や……ダメ……こわいです。マリィ先生ッ、強引すぎます……ああッ……ダメ！」

「ぜんぶ任せて！　すごいの見せてあげるから！」

「あッ！　ああッ！　あああぁぁぁああぁぁぁぁッ!!」

　悠斗はたまらず玄関扉を引き開ける。

「なにやってんの!?」

　乃ノ香とマリィが、コタツを囲んでいた。

　テーブル上に積みあがっていたブロックの塔が、派手に倒れる。色とりどりのブロックが部屋に散らばった。

　マリィが１個だけブロックをつまんでいる。

「んもう！　ユウトくんが驚かせるから、崩れちゃったよ!?」

「……なにをやってるんですかねえ？」

「ゲームでしょ」

　ジェンガ──ブロックを積んだ塔から、１本ずつ引き抜いていくテーブルゲームをしていたらしい。

「そういや、前に出版社のパーティーでもらったな」

　乃のノの香かが恐縮する。

「す、すみません……勝手に遊んでしまって」

「はは……いいよ。マリィの相手をしてくれて、ありがとうね」

「私を放ほうっておくなんて、ユウトくんは何を考えてるの？　さあ、座って。ゲームしよ」

「旅行はもういいの？」

「東とう京きようから出ないと書けないけど」

「うん」

「ユウトくんが、連れて行ってくれないから」

「僕のせいか!?」

「どうして怒ってるの？　ゲームする？　楽しいよ？」

「あ、いや……怒ってはいないけど……」

「ユウトくん、我慢強いよね」

　──煽あおられてるのかな!?

　蒟蒻こんにやく問もん答どうをしていても時間の無駄なので、強引に話を進めることにした。

「マリィの旅行……僕も一緒に行くよ。国内だよね？　そんな長くは無理だけど……」

「やっぱりユウトくん、私に優しいね！」

　飛びかかってきたので、右手だけで押さえつけた。

「ワフッ！」

「犬じゃないんだから……で、マリィは、どこか行ってみたい場所はあるの？」

「長なが崎さき！」

「ふむふむ……何か目的が？」

「よく知らないけど」

　──どうして希望したんだ!?

　マリィが不思議そうな顔をした。まるで悠ゆう斗とのほうが妙なことを言い出したような気分にさせられる。

　散らばったブロックを拾い集めながら、乃ノ香が苦笑した。

「さっき、私が〝夕飯は軍艦巻きにしよう〟って言ったせいかもです」

「軍艦……？　あ、軍ぐん艦かん島じまからの連想？」

　わかりにくすぎる。

「長崎といえば、佐さ世せ保ぼバーガーが有名ですよね。あと、温泉も気持ちいい季節ですし、ユウト先生の左手にもいいんじゃないでしょうか？」

「そういや、湯とう治じって言うくらいだもんなあ」

　マリィが立ち上がる。

「行きましょ！　３人で！」

「３人で!?」

「ユウトくんは、乃のノの香かをのけ者にする気なの？　よくないよ？」

「いやいやいや……未成年だし、長なが崎さきなら泊まりでしょ。いきなりは無理があるんじゃないか？」

「明日は金曜でしょ!?　週末なら休みじゃないの！」

「……明日は木曜だよ」

「アウチ」

「まぁ、週末なら休みかもだけど……」

　乃ノ香がうなずいた。

「今週末は金曜が祝日ですから、３連休ですので」

「あ、祝日なのか」

　悠ゆう斗とだけでなく、マリィも〝たった今知った〟という顔をした。この仕事をしていると、カレンダーに疎うとくなるのだ。

　乃ノ香が思案する。

「んー……旅行でしたら、まず両親から許可をもらっておかないとです。でも急に長崎だと、ちょっと……」

　マリィが急に身体からだを寄せてきた。

「私はユウトくんと２人きりでもいいけど！」

　──ヤバイ。

　乃ノ香が行かないと、高確率でマリィと２人きりでの旅行になってしまう。

　ハラミは先日の件から、大量にイラストを頼まれて白目を剝むいているし、錦にしきはゲームのマスターアップが近いとかで会社に泊まりこんでいる。

　他の人だと、マリィと合うかがわからなかった。相性の悪い人らと旅行なんて冗談ではない。幸いにも、乃ノ香は気に入られたようだ。

「どうしても無理かな、乃ノ香ちゃん？」

「……大おお阪さかとかのイベントにも出ますから、週末に泊まりは大丈夫かと。あ、そのときは、大人の女の人が一緒でしたので」

　マリィがドヤ顔で言う。

「じゃあ、問題なしよ！　私、大人の女性だもの！」

　乃ノ香が焦る。

「あ、あの……でも、すみません。やっぱり、私は……」

「どうして!?」

「……長崎だと飛行機ですよね？　そんなには貯金がないので」

「アハハ！　それくらい出すわよ！」

「えええっ!?」

　マリィが出すというのなら、金銭面は問題はないだろう。

　──あとは両親しだいか。

　今度は、すっかり盛り上がっているマリィに尋たずねる。

「チケットとかホテルの手配は任せていいの？　急に３人になって、大丈夫かい？」

「……手配って？」

「え、だって、電車じゃないんだから、いきなり空港に行っても乗れないでしょ。長なが崎さきで泊まるとこも予約しておかないと。３連休みたいだし」

「予約？」

　ぽかーん、としている。

　事務能力がないことがわかった。悠ゆう斗とはため息をつく。

「本当に行くんだよね？」

「ユウトくんが一緒に行かなくても、東とう京きようからは出るよ。そしたら帰ってくるか、わかんないけど。むしろ、帰ってこられるか、わからないよ」

　妙に納得してしまった。

「それが大人のすることか、って気もするけど……仕方ないな、僕が手配するよ」

「やった！　ユウトくんを誘って大正解ね！」

「やれやれ……乃のノの香かちゃん、よかったら、ご両親に聞いてみてくれる？　出発は金曜の早朝に羽はね田だから。日曜の夜には帰れるように手配するから」

「聞いてみます！」

「ただし……チケットが取れればね。まだツアーが残ってるといいんだけど」

　乃ノ香が自宅に電話をかける。

　その間に、悠斗はＰＣのブラウザを起動した。

　後ろからマリィが覗のぞきこんでくる。

「お仕事すんの？」

「いやいやいや……チケットを取るって言ったじゃん？」

「んん？　パソコンて、そんなこともできるの？」

「マリィは、いつも何に使ってるの？」

「小説を書いてるよ」

「う、うん……それにしか使ってないのか。ストイックだね」

　悠斗は自分を無趣味なほうだと思っているが、マリィはそれ以上だった。浮うき世よ離ばなれしている。

　ツアーを探していたら、ぐっと後ろから彼女が体重をかけてきた。

　悠ゆう斗との肩に、マリィの胸が乗る。薄いかと思っていたが、意外とやわらかい。

「な、なんだい？」

「私のパソコン、〝る〟が押しにくいの！」

　後ろから伸びてきた指が、キーボードを押した。「．」が入力される。

「邪魔をしないように」

「押したら、文字が出る。いいな！」

「普通なんだよなあ。今のＰＣ、けっこう長く使ってるの？」

「１年くらい」

「おや、ぜんぜん新し……あ、待てよ。それで何冊、書いたんだっけ？」

「買ってから？　覚えてないけど、12冊くらい？」

「メーカーによっては、壊れるかもなあ」

　とくにノートＰＣだと、薄型化と軽量化のために、耐久性が犠牲になっている場合があった。

　マリィが悠斗の肩に体重をかけてくる。

「いいな。これ、ちょうだい！」

「小説家にメモリ64ＧＢのマシンは必要ないでしょ」

「メモ？　わたし、メモはしないの。忘れるような話は、読者も忘れるでしょ」

「……旅行から帰ってきたら、新しいのを買いに行こうか。マリィはノートＰＣだったよね。錦にしきが詳しいから、秋あき葉は原ばらでさ」

「行くー!!」

　いきなり彼女が後ろから、悠斗の首に抱きついてきた。

「ぐえ」

　気がつくと、乃のノの香かが無言で立っている。

「…………ぅ」

「あ、どうだった？　許してもらえた？」

「……はい。大丈夫だったです」

「よかった」

　ヤッタネ！　とマリィが万歳して、悠斗の首が解放された。

　乃ノ香が心配そうに言う。

「……あの……本当に、わたしは、お邪魔じゃないんでしょうか？　空気が読めてないだけだったりは？」

「来てもらわないと困るよ！」

　幸いにも、ツアーの空きを見つけて、滑りこむことができた。




















「うわー。すごいね、ユウトくん！　浮いてる！　浮いてるよ！」

　マリィが丸い窓に額をつけて、騒いでいる。

　飛行機の中──

　外はまだ暗く、空がうっすら明るくなっている程度だった。

　ごうごうというエンジン音が響いている。機体は揺れて、ほどほどの速度で景色が流れていた。

　羽はね田だの橋を渡る。

　飛行機から海を間近に見るのは、あまりない機会だった。

　それを楽しむ余裕はなかったが……。

　悠ゆう斗とはぐったりと座席に背を預けていた。

「……まだ滑かつ走そう路ろに向けて走ってるとこだよ」

「なんだぁ、飛ばないの」

「いや、飛ぶけど」

「んもう、ユウトくん、どっちなの!?　優柔不断は嫌われるよ!?」

　離陸のための滑かつ走そう路ろに向かって移動してるところで──と言いかけて、もう説明する体力さえ残っていなかった。話題を変える。

「……新ヒロインが出てくるたびに、フラフラしてる主人公を書いてる作家の言葉とは思えないよ」

「アハハ！　あの子はダメダメよね！」

　えっ!?　と乃のノの香かが驚いた。

「……マリィ先生は《猫ソナ》のシキくんは、お好きじゃないんですか？」

「あら、ユウトくんのファンかと思ってたけど、乃ノ香は私の本も読んでるの？」

「わたし、先生の小説が好きで、全すべて読んでるかと」

　今度はマリィのほうが目を丸くする。

「びっくり。乃ノ香って、変わってるわねー」

「そ、そうでしょうか……？」

　大好きな作品の作者から、予想外のリアクションをされ、乃ノ香が戸惑っていた。

　悠ゆう斗とはつぶやく。

「……マリィは照れくさいんだよ」

「あ、すみません」

　ぱたぱた、とマリィが手を振る。

「アハハ！　やめてよー。あ、乃ノ香、さっきの質問ね──《猫ソナ》のシキくんは他のヒロインに目移りするけど、結局は一いち途ずなのよ。そこがイイの！」

「あ、わかります！」

　２人が盛り上がっていた。

　悠斗はため息をつく。

「……元気だなぁ」

「ユウトくん、どうしたの？　もっと楽しもう？」

「……マリィが約束に遅れたせいだよ」

　金曜の早朝。

　始発に乗るスケジュールでの待ち合わせだった。羽はね田だ空港の地下にあるモノレールのホームで。

　ところが、約束の時刻を１時間ほど過ぎてもマリィが現れなかった。

　刻々と飛行機の離陸時間が迫る。

　そして〝もうこれに乗っていなかったら絶対に無理だ〟という電車で、やっとマリィがやってきた。

　地下にあるホームから、２階にあるゲートまで（しかも階段がやたら長い）３人は全力疾走することになってしまった。

　どうにか、飛行機に滑りこみセーフ。

　しかし、体力のない悠ゆう斗とはまだ呼吸が苦しくて脱力していた。乃のノの香かは平気そうだ。それはわかるが、なぜかマリィも元気なのだった。

　乃ノ香も不思議に感じたらしい。

「マリィ先生は元気ですね？　わたし、水泳部レギュラーで、校内マラソンも速いほうなんですが、さっきの階段上りはちょっとキツかったです……先生も何かスポーツを？」

「ううん？　ほとんど家に籠こもってるの」

「それなのに、体力あるんですね!?」

「アハハ……ないよー。いっぱい走ったから吐きそうよ？」

「エチケット袋がありますので！」

　元気に振る舞っていることと、体力があることは別だったか。

　飛行機の揺れが大きくなる。

　背中がシートに押しつけられるような感覚があって、加速していることがわかった。

　マリィが不安げに悠斗に訊きいてくる。

「落ちるの？」

「やめて！　まだ浮く前でしょうに」

　そう言った瞬間、ぐぐっと下方向に押しつけられた。自分が重くなったような感覚だ。エンジン音は大きくなるが、振動は減った。

　浮き上がったらしい。

　悠斗は息をついた。

「ふぅ……あとは２時間くらいで……長なが崎さきに」

「マ、マリィ先生、まだシートベルトは外しちゃダメですので！」

「あのね、トイレに行きたくなっちゃった」

「エチケット袋がありますので！」

　──我慢させて！

　しばらくして、シートベルト着用のランプが消えた。
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　機内サービスでドリンクが配られるようだ。

「私、黒豆きなこほうじ茶！」

　聞いたこともないメニューに、マリィが速攻で飛びついた。

「……僕は、無難にホットコーヒーで」

「リンゴジュースをお願いします」

　一口飲んだマリィが、瞳ひとみを輝かす。

「美お味いしい！　これ美味しいよ、乃のノの香か！」

「はい。いい香りがします」

「ちょっと飲んでみて」

「いいんですか？　じゃあ、ちょっとだけ……」

　乃ノ香が舐なめる程度に口をつけた。

「あ、本当ですね！　味は甘めのほうじ茶で、きなこの香りがいい感じですねー」

「でしょ！　はい、次はユウトくん」

「えっ!?　いや……それは……」

　間接キスというやつでは!?　と思わなくもなかったが──マリィに他意はないようだ。乃ノ香は照れくさそうにしているが、嫌がってはいない様子だった。

　変に意識するほうが気まずいかな？

　少し悩んだ末、悠ゆう斗とはマリィから紙コップを受け取った。マリィは口紅をつけているし、乃ノ香もリップを塗ぬっている。よく見れば口をつけていない場所はわかったので、そこを使う。

「ああ、うん。意外と飲みやすいね」

「ユウトくんとキスしちゃった！」

「してないから！」

　紙コップを突っ返した。

　マリィがお土産を大量に注文しようとして、止とめたり。機内で配られた旅客機のペーパークラフトをマリィが作りはじめ、挫ざ折せつして押しつけられたり。

　──もうすぐ九州上空だろうか。

　乃ノ香が尋たずねてくる。

「今回ってツアーなんですよね？　ガイドさんがいるんですか？　団体で他の方と一緒に観光したり？」

「え……他の人たちと……」

　人見知りの激しいマリィが露骨に嫌そうな顔をした。

　悠斗は手を横に振る。

「そういう団体の観光案内がついてるツアーは、今は減ってるよ。飛行機とレンタカーとホテルだけのセットだと考えて。今回は雲うん仙ぜん温泉の旅館にしてみたんだ」

　マリィが安あん堵どした顔をした。

　乃ノ香が興味深そうにうなずく。

「今のツアーって、そういうのなんですね。わたし、飛行機での旅行は初めてなので」

「国内なら、慣れれば新幹線と大差ないでしょ？」

「ふふ……ユウト先生が手配してくれたからです。そういえば、レンタカーというとクルマですよね？　運転できるんですか？」

「ペーパードライバーだけど」

「すごいです！」

　乃のノの香かだけでなく、マリィまで瞳ひとみを輝かせる。

「うん、すごいね、ユウトくん！　意外な特技！」

「意外だった？　身分証として使えるし、自動車免許くらい持ってるもんじゃない？」

　マリィが首を横に振った。

「私、取りに行ったら、先生に〝君は運転しちゃいけない人種〟って追い返されたよ？」

「何やったの？」

「んー……普通よ？　あっちのほうが近道、って思って段差を乗り越えたのがダメだったらしいの」

「僕の普通と、マリィの普通は違うかなー」

「それぞれ違うから素敵なのに」

「君は乗り越えるのが得意なんだね。運転する以外のところで個性を発揮して」

　日本の自動車免許制度が機能していることを確認できた。これは公道に放はなってはいけない獣けものだ。

　乃ノ香が興味を持ったらしい。

「ユウト先生はクルマとか好きなんですか？」

「運転するより、描くほうが好きかな。スポーツカーとかより、働くクルマのが好きかも。消防車とか」

　ちょっと子供っぽかっただろうか？

「あ、わたしも好きです」

「はは……いいよね」

「一度、乗ってみたいです」

「思う思う」

「じゃあ、私はユウトくんと乃ノ香を乗せた消防車を運転してみたい！」

　冗談で言ったのだろうけれど、楽しい空想が、急に悲鳴をあげている２人の図になってしまった。

　クルマの話が出たので、ついでに確認しておく。

「空港でレンタカーを受け取って、そのまま旅館でいいのかな？　ちょっと時間が早いけど、途中でランチにでもすればいい？　どこか行ってみたいとこある？」

「おまかせー」

　マリィが即答した。

「軍ぐん艦かん島じまに行きたいんだっけ？」

「ユウトくんが行きたいとこでいいよー」

　──あらやだ、この子ったら、もう旅行に飽あきはじめてるんじゃないの？　と不安になる。

　プランを丸投げされたと思うべきか。これで楽しいところにエスコートできないと男として無能ということに？

　やっぱり、女性と出かけるなんて無謀だった。

　乃のノの香かがスマホを差し出してくる。

「あ、あの……もしも時間があったらでいいんですが……ここ……」

「ん？　どこか行きたいところがあるの？」

「まったくの趣味で恥ずかしいんですが、一生に一度はと思っている場所がありまして」

　なんという高いモチベーション！

　ともすれば、無目的になりがちな〝東とう京きようから逃げたい〟というだけの旅行に、こんなにも強いテンションで臨んでくれるなんて。

　控えめに言って天使だった。

　マリィも興味を示す。

「どこどこ？」

「ハウステンボスっていうんです。オランダの街並みが再現されてるらしくて」

「中華街みたいなもん？　オランダ料理って何だっけー？」

「いえ……街が丸ごとですね……」

　悠ゆう斗とは不思議に思う。

「乃ノ香ちゃん、オランダが好きだったの？」

「オランダというか、ヨーロッパっぽい街並みが好きといいますか。レイヤーとしては、気になるところでして」

「そういえば、聞いたことがあるな──ハウステンボスって、貸衣装があるんだっけ？」

「はい！」

　マリィも乗り気になった。

「いいかも！　もともと海外に行きたいとか言ってたし、私も乃ノ香のコスプレを見てみたい」

「先生もやりましょう。きっと似合います！」

「本当!?　笑わない!?」

「コスは自分が楽しくて、ルールさえ守ってれば、他人の言葉なんか気にするな──って先輩が言ってたので」

「そうね。そうよね。楽しんだ者がウィナーよね！」

　悠ゆう斗とはうなずく。

「それじゃあ、まずはハウステンボスに行ってみようか」
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　昼前──

　悠斗はレンタカーのサイドブレーキを引っ張り上げる。

　クルマは青色のカローラフィールダーで、大きいけれど見切りがよく運転しやすかった。

　乃のノの香かが歓声をあげる。

「ピッタリ枠内です！　ユウト先生、さすがです！」

「ふぅー、ちゃんと駐車できてよかったよ」

「うんうん！　ユウトくん、すごーい！　５回目やり直したときは、もう今日は車庫入れで終わるかと思っちゃった」

「……仕方ないの。１年以上のペーパードライバーなんだから」

「次は、私が運転する!?」

「君、無免でしょ」

「アハハ！　ほらほら、行こ！　行こ！」

　マリィがドアを開ける。

　慌てて乃ノ香が、彼女の服の裾すそを摑つかんだ。

「ま、待ってください！」

「ううぅ～!?　なに、乃ノ香？　そういうのは、夜にして？」

「なんの話かわかりませんが……駐車場で走りだすと危ないですので」

「平気よ。子供じゃないんだから」

「あ、すみません」

　気持ちはわかる。悠斗も不意に走りだすマリィを危なっかしく感じていた。乃ノ香が時間を稼いでいる間に外へ出て、駐車場を出るまでは横に並んだ。




　ハウステンボス──

　チケット『１ＤＡＹパスポート』を買い、入場門をくぐる。

「おお……」

　入ってすぐの景色が、もう感動だった。

　ビルがない。山もない。空が広い。建物がどれも欧風で美しい。湖に街が浮かんでいて煉れん瓦がの橋がかかり、風ふう車しやがゆっくり回っていた。

　良いカメラを持ってきていないのが惜おしまれる素敵な光景だ。

　──これを絵にしたいなあ。

「わああ！」

　テンションの上がったマリィが急に走りだす。乃のノの香かも感かん嘆たんの声をもらした。

　悠ゆう斗とはスマホで撮影しておく。

　マリィが走って戻ってきた。ちょっと犬っぽい。

「ユウトくん！　私の写真が欲しいなら、言ってくれればいいのに！」

「いやいやいや……どう考えても、風景を撮ってたでしょ」

「いつでも脱ぐよ？」

「やめて！」

　隣で乃ノ香が息を吞のみ、口元を手で隠した。

「……え、脱がないとダメなんですか？」

「必要ないからね」

　悠斗が念を押すと、乃ノ香が笑みをこぼした。冗談だったらしい。

　マリィの悪影響を受けている気がする。

　やれやれと、ため息をつきつつ悠斗はスマホで目的の店をチェックした。乃ノ香もパンフレットを開く。

「奥のほうみたいですね」

「ゆっくり回ってると昼を過ぎちゃいそうだし、まずそこまで行っちゃおうか」

「はい！」

「その前に、マリィを捕まえよう」

　あはは……と乃ノ香も走りだすのだった。
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　貸衣装屋の前──

　広場にあるスピーカーから陽気な音楽が流れ、ダンスのレクチャーをしている。

　メリーゴーランドがあり、オープンカフェのテーブルとイスが並んでいた。

　カラフルな屋台では、もう11月になったというのにアイスクリームが人気で行列ができている。

　たしかに、陽ひ射ざしを浴びていると、ちょっと暑いくらいだ。季節的にコートを着てきたが、クルマに置いてきてもよかったかもしれない。

　通路はタイル敷で、建物はどれも赤茶色の煉瓦と、白枠の窓と、オシャレな三角屋根で、電柱がなかった。

　看板には英語が多く使われているが、飲食物のメニューなどは日本語だ。このあたりの便利さがカジュアルで良い。

　ショーウィンドウに飾られた写真を眺ながめ、乃のノの香かとマリィが出てくるのを待った。

　店内は撮影スペースと、更衣室に分かれている。壁際に衣装が並び、試着室みたいな小部屋がいくつもあった。

　中で待つのは落ち着かないので、店の前で待っているのだった。

「ユウト先生！」

　弾んだ声に、顔をあげる。

　オランダの民族衣装を着た少女が、欧風の建物から出てきた。まるでファンタジーのキャラクターみたい。

　少女は物語の登場人物ではなく、乃ノ香だった。

　くるり、と一回転する。

　ふんわりスカートが広がった。

　スカートの縞模様や、揺れる胸元の飾りに目を惹きつけられる。

「うふふ……どうでしょうか、ユウト先生？」

　オランダの民族衣装は色とりどりで華やかなデザインでありながら、落ち着いた素朴な雰囲気を持っていた。

　なにより、楽しそうな乃ノ香の表情がいい。

「ああ、とてもかわいいよ」

「やったあ、ありがとうございます！」

　そう話していたら、マリィのほうも店から出てきた。

「わぁお！　天使かと思ったら、乃ノ香だったわ！」

　甲かん高だかい声をあげた。

　彼女も別の民族衣装を纏まとっている。

「おお……」

　思わず声をもらしてしまった。

　本物だという金髪のせいで、コスプレっぽくない。普段着よりも、この衣装のほうが、自然に見えてしまう。

　乃ノ香が感動していた。

「すごいです、マリィ先生！　そのまんまって感じです！」

「そお？　そお？　ユウトくんも褒ほめていいのよ？」

「いい感じだよ。似合ってる」

「それだけ？　もっとラノベみたいに褒めてくれてもいいのよ？」

「どんなんだよ」

「銀河帝てい國こく第十三艦隊が超光速で駆けつけるくらい、とか」

「なんでＳＦなの？　そういや、最近はラノベで、そういうの見ないなあ」

　乃のノの香かが不思議そうに首をかしげる。

「銀河ですか？」

「アハハ！　乃ノ香が生まれる前は、ラノベの棚にそういうのが並んでた頃があったの。スペオペって聞いたことない？」

「僕も読んだことないんだけどね……」

　マリィは悠ゆう斗とと年齢的に大差ないはずだが、いったい何歳の頃から読書をしているのだろうか。

　思わずまじまじと見つめてしまった。

　民族衣装はファンタジックな雰囲気で、余計に彼女の素性がわかりにくく感じられる。

「なに？　ユウトくん、見とれちゃった？」

「あ、いや……」

「ここじゃダメよ？　夜じゃないと」

「昼も夜も何もないからね」

　貸衣装のまま、ハウステンボス内を散策できるらしい。

　オランダの街並みを民族衣装姿で歩いた。

　思った以上に絵になる。

「ちょっと撮っていい？」

「はい！」

「うんうん」

　スマホを向けた瞬間、乃ノ香はマネキンみたいに固まり、ピタッとポーズを作った。動きの中の１コマを切り取ったような自然さがある。

　流石さすがだった。

　行列のできるコスプレイヤーは、ただの可愛かわいいだけの素人しろうととは違う。

　マリィのほうは、ふらふらと動いてしまっていて、こちらをブレずに撮るのは難しそうだった。

　動物写真を狙ねらっている気分になる。

「……マリィ、マリィ」

「ん？」

　こちらを見た瞬間を見計らって、シャッターボタンをタッチした。

　シャッター音。

　いい感じに撮影できた。

　そのとき、ナナメ後ろからも声があがる。

「あ、すみません。こっちも目線、もらっていいですか？」

　──え？

　大きなカメラを持ったお兄さんが、さも当然という感じで構えた。

「えっと……」

　レイヤーの習性か、カメラを向けられて乃のノの香かが固まる。

　マリィは、悠ゆう斗とのほうへ逃げてきた。

「なんで撮るの!?」

　お兄さんが驚いた様子で。

「あっ、すみません！　コンパニオンさんかと！」

「は、はは……たんなる客です」

　悠斗の言葉に、相手は謝りながら離れていく。

　──勘違いされるのも無理はないか。

　乃ノ香は撮影慣れしすぎているし、マリィはあつらえたように衣装が似合っていた。

　道行く人たちから、視線を集めるほどだ。

　カップルの青年が見とれて、彼女さんが速足で行ってしまうなんて光景も見かけ、他ひ人と事ごとながら心配になった。

　この乃ノ香とマリィと擦すれ違ちがったら、自分でも振り返るだろうな──と悠斗は思う。

　しかし、眺ながめるだけならともかく、断りもなくスマホのカメラを向けてくる人まで現れた。

　──さすがにマナー違反じゃないか？

「行こうか、乃ノ香ちゃん。マリィ」

「はい！」

「そうね、そうね！」

　マリィが左側から、悠斗の腕に絡みついてきた。

「ちょっ……!?」

「なに？　手をつなぐほうがよかった？　でも手首が痛いんでしょ？」

「そ、そうだけど……」

　たしかに、悠斗は袖そでの長いコートで隠しているが、左手首には包帯を巻いている。

　だからって、腕を抱かなくても。

　今度は、乃ノ香が右袖の端はしをつまんできた。

「あ、あの……わたしも。はぐれちゃわないように……ダメですか？」

「……ダメじゃない」

　ちょっと恥ずかしいけれど。

　２人の容姿とは別の理由でも、人目を集めてしまった気がする。

　悠ゆう斗とは逃げるようにして場所を移動した。
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　とくに目的地は決めていなかったが、看板が目に入ったので、そちらに向かった。

　スリラーシティ──

　お化け屋敷が並んでいる。

　乃のノの香かが瞳ひとみを輝かせた。

「これ、ぜんぶ、そうなんですか!?」

「みたいだね。パンフによると」

「わーお、たっのしそー!!　入ろう！　どれ入る!?」

　女の子はホラーが好きだと聞いたことがあるが、本当だったらしい。２人ともテンション急上昇だった。

「端はしからでいいかな？」

「ユウト先生、お化け屋敷とか好きじゃないですか？」

「恐こわいのー？」

「……どうだろう？　お化け屋敷には〝暗くて、たまに音がするていど〟ってイメージしかないから」

　とはいえ、せっかく来たのだから、物は試しと入ってみた。

　チケットのおかげで無料だし、乃ノ香たちはホラーが好きそうだし。

　最初に入った部屋では、待合室に通された。

　しばらく待たされる。

　白衣のスタッフが入ってきた。

「今から、実験に参加していただきます。お客様の身に何があっても当方は関知いたしません。それにご同意できる方のみ、お進みください」

　演出だとわかっていても、ちょっと怯ひるむ。

　ぐいっ、と背中を押された。

「ちょっ……マリィ!?」

「あんなの演出よ？　怖いの、ユウトくん？」

「そう思うなら、君が先に行きなよ！」

　なんてやっていたら、すたすたと乃ノ香が先に行ってしまう。

「ふわー、いきなり盛り上がりますねえ、ユウト先生、マリィ先生！」

「う、うん」

「そうねー……」

　隣の部屋に移った。椅い子すが並んでいる。

　そこで、ＨＭＤヘツドマウントデイスプレイを渡された。

　──オランダの街並み、そろそろ全く関係ないな。

　スタッフの指示に従って、それを装着する。

　仮想空間のはずだが、表示されたのは、この部屋だった。照明が落とされ、左右にいる２人のことも、よく見えなくなる。

　壁に映像が映された。

　過去、この部屋で行われた実験だという。

　ＨＭＤを装着しているのに、映像を見るだけ？

　不死の実験だとかで、女性が心臓を摘出される。

　──ううぅ……グロは苦手だ。

　悠ゆう斗とは血を見ると、どうも胃がキュッとなってしまう。

　この人体実験の映像は陰いん惨さんでエグイが、それならＨＭＤなど使わず、普通に流せばいいのでは？

　耳鳴りがした。

　──ん？

　風の音が聞こえてくる。

　ドアは閉じられているはずだが、空調だろうか。

　悠斗は視線を巡らせ、ふと後ろを見た。




　すぐ後ろに、胸に刃物を突き立てられた、女が立っている。




「うおわああああ！」

「きゃああ!?」

「ふぎゃ！」

　そこからは、怒ど涛とうの展開だった。

　過去の人体実験と称していた映像から、まるで化け物が飛び出してきたかのよう。

　自分たちに襲い掛かってくる。

　そして、自分に刃物を突き立てられたところで、ＨＭＤがブラックアウトした。

　スタッフの声がかかる。

「ヘッドセットをお取りください」

　外してみると、照明は点ついており、足元には血の一滴もなかった。

　──そりゃそうか。

　建物を出てから、マリィと乃のノの香かがキャアキャアと嬉うれしそうに叫ぶ。

「すごーい！　次も、次も！」

「はい！　全部、行きましょう！」

「……え？　２人とも、今のは怖くなかったの？」

「すっごく怖かった！」

「ちょっと泣いちゃいましたー」

　それなのに、また同じようなホラー系のアトラクションに入る気らしい。

　──わからない。女の子、わからない。

　ホラーばかりではなく、他の場所にも行った。

　ＶＲと乗馬マシーンを組み合わせたアトラクションは、とても盛り上がったし。

　魚釣りゲームは疲れたけど楽しかった。

　他にも、実物大のイングラム（なぜか２号機）の展示や、トリックアートの館やかたなど……。

　オランダの街並みとは無関係な気もするが、１日いても飽あきないほど膨大なコンテンツがある。

　ヘルスチェックのコーナーでは、乃ノ香が健康優良児で、悠ゆう斗とはやや疲労が溜たまっている程度か。マリィが疲労の蓄ちく積せきで警告を受けていた。

　夕方──

　すでに貸衣装は返却している。

　乃ノ香がパンフレットを開いた。

「港のほうには、レトロゲームの展示とか、カジノとかもあるし、夜にはパレードもあるみたいなんですが……。光がワーってスゴイらしいんですが……」

「さすがに、もう旅館に向かわないと、夕飯が食べられなくなるかも」

　旅館には連絡を入れて、到着が予定よりも遅くなることは伝えてある。それでも限度というものがあった。

「そうですよね、残念ですが……」

　乃ノ香がパンフをバッグに入れる。

　マリィが片手を挙げた。

「お腹なかへったー!!　乃ノ香、また来よう！」

「は、はい！」

「あの橋の先にあるの、ホテルらしいよー。今度は、あそこ泊まろうかー」

「素敵です」

　そんな話をしつつ、駐車場に向かうのだった。




















　早朝に起き、飛行機に乗り、一日中歩き回ったのだから、夜更かしなどできるはずもない。

　旅館《ゆやど雲うん仙ぜん新しん湯ゆ》に着いて、夕飯を食べたら、すぐマリィが寝てしまい──

　悠ゆう斗とも大浴場から戻ったあとの記憶がなくなっていた。

　朝、起きたら布団で寝ていたのは、乃のノの香かが運んでくれたのか？




　翌日──

　朝食のあと、マリィが急に言い出す。

「佐さ世せ保ぼバーガーっての、食べてみたいかも」

「うっ……」

　悠斗が、ちょっと詰まったのには、理由があった。

　当然のことだが、佐世保バーガーは佐世保の街に店がある。

　ハウステンボスとの距離も近い。

　今回、旅館に選んだのは雲うん仙ぜん温泉だ。

　こちらは、佐さ世せ保ぼから２時間くらい運転した先にある。

　つまり、昨日、ハウステンボスから長々と運転して雲仙に来たのに、戻るわけだ。しかも、今夜も雲仙だから、ほぼ同じルートを……。

　悠ゆう斗とは頭を左右に振った。

「いいよ、マリィが気になるなら、食べに行こうか」

「うん！　レッツゴー」

　乃のノの香かが気き遣づかってくれる。

「大丈夫ですか、ユウト先生？　運転、けっこう疲れるんじゃ？」

「平気だよ」

　不慣れなせいもあり、かなり疲れるが、この旅行はマリィの気分転換が目的だ。

　今日は温泉旅館でゆっくり……と思っていたが、気合を入れて運転することにした。

　クルマを出す。

　佐世保に向かって有料道路を走っていると──

　ふわぁ、とマリィがアクビした。

「遠い……？」

「わりとね。ハウステンボスの近くだよ、佐世保は」

「あ、そうなんだー。じゃあ、昨日の夜は、ハウステンボスのホテルに泊まればよかったねー」

「今さらだなあ」

　マリィが乃ノ香に尋たずねる。

「ね？　ね？　乃ノ香も、そう思うでしょ!?」

　旅館を予約して運転もしている悠斗と、奔ほん放ぽうな提案をするマリィ──両方のことを考えて、乃ノ香が困っていた。





　　　　　†






　２時間後──

「ユウト先生、今のとこ右では!?」

「路面電車が走ってる車線って、入っていいんだっけ!?」

「知らないです！　でも入らないと、右に曲がれるとこって、そこだけのような……？」

「だよね？　入っていいのか」

　悠斗はペーパードライバーだが、ときどき錦にしきのクルマの助手席に乗るし、タクシーを使うこともあるから、無縁の生活ではない。

　しかし、都内では路面電車を見ることが、ほとんどなかった。

　少なくとも、右折車線で信号待ちをしていたら、後ろから路面電車が来てしまう──という状況は記憶にない。

　他にも大きな交差点で、５差路かと思ったら６差路で１つは有料道路の入り口だとか、間違えたら致命的だ。

　長なが崎さきの街は、初見殺しでいっぱいだった。

　カーナビがあるのに同じ場所を３度も通ったのは、悠ゆう斗との運転技術のせいばかりではないだろう。

　どうにか、コインパーキングを見つけてクルマを駐車した。

「ちょうどいい時間になりましたね、ユウト先生」

「はは……早めに出てよかった」

　んんん、とマリィが伸びをする。シャツの裾すそからおヘソがチラリと見えた。

「お腹なかへったー」

「マリィ先生、12時間くらい寝てましたよね」

「アハハ……最近、寝てなかったからー」

「お忙しかったんですか？」

「まぁ、書かなきゃいけないから、忙しかったのは確かかも？　かも？　スケジュールが詰まってきたり、なんかストレスあると、寝ても目が覚めちゃってね」

「うわぁ」

　乃のノの香かが口元に手をやった。

　悠斗は肩をすくめる。自分も経験がないわけではない。

「倒れないでよ、マリィ？」

「大丈夫、大丈夫！　まだ今回は血尿までいってない」

「そんなことあったのか……」

　急にマリィが近寄ってきて、並んで立っている悠斗と乃ノ香を同時に抱きしめた。

「ひさしぶりに寝れたよ。２人のおかげだね」

　悠斗は照れて、声が引きつってしまう。

「た、たくさん歩いたからかな？」

「ふふ……今日も、たくさん歩きましょう、マリィ先生」

　乃ノ香が抱きしめ返した。

　結果として、悠斗は２人に抱きしめられている間、ずっと固まっていた。




　駐車場から少し歩く。

『ＬＯＧ　ＫＩＴ』という店に入ってみた。

　西部劇をイメージした内装だろうか。

　米軍基地が近く、お客さんにアメリカ人が多いのかもしれない。とにかくハンバーガーが大きかった。

　乃のノの香かの顔くらいありそうなサイズだ。

　マリィが食べている姿は、まったく違和感がなさすぎて、そこだけ外国みたいだった。

　旅館の朝食も多めだったから、食べきれないかと思いきや……。

　悠ゆう斗とは一口目で、目を丸くする。

「なんだこれ、美お味いしい！」

　サクッと焼いてありながらやわらかいパンの間に、しっかりと肉の味がするパテと、シャキシャキの野菜と、ふわっと焼いた卵が挟まれている。ベーコンの油が舌になじんだ。ケチャップの濃さも程よくて、食べだしたら止まらない味だった。

　なんと一番最初に乃ノ香が完食する。

「ほわぁ、美味しかったです」

「乃ノ香？　ほっぺにケチャップついてるよ？　舐なめてあげよっか」

「だ、だめですので！」

　彼女は慌ててトイレに駆けこんだ。












　アハハ！　とマリィが笑う。

　昨日と同じようにテンションは高めだが……。

「ちゃんと笑ってるね」

「んん？　いつも私は笑ってるよ。変なユウトくん」

「昨日までは、笑ってても声だけっていうか、表情が固い感じだったからさ」

「あ、そうかも！　寝てないと無表情になるのよ」

「なるほど」

「ユウトくんも、もっと笑ったほうがいいよ」

「え？　そうかな？」

　思わず顔をさわると、アゴについていたケチャップが指についた。

　またマリィが笑う。口元や目尻にシワを作って、活いき活いきとした良い笑顔だった。





　　　　　†






「次は、弓ゆみ張はり岳だけ展望台なんてどうでしょう？　街を一望できるそうですよ」

「山の上……峠とうげ道か。まぁ、だいぶ運転に慣れてきたから、大丈夫かな。マリィはそれでいい？」

「…………」

　運転席に悠ゆう斗とがいて、その後ろの席に乃のノの香か。

　助手席側の後部座席にいるマリィが、ぼうっと窓の外を眺ながめていた。

「……マリィ？」

「あ、なに!?　美お味いしかったね、佐さ世せ保ぼバーガー」

「いやいや、展望台なんて、どうかなって」

「うん！　いいと思う！」

　少しクルマを走らせると、住宅街に入っていく道の一つにしか見えない細い道が、するすると山の上へと続いていた。

　正直、ちょっと運転に気を遣う。

　それにしても──かなりの急斜面だった。もし悠斗が自転車に乗っていたら降りて押すくらい。

　乃ノ香も同じことを考えたらしい。

「足腰が鍛きたえられそうですねー」

「あー……僕は家から出なくなりそうだよ」

「あはは」

　マリィが、ぼうっと黙っていることが増えた。




　弓ゆみ張はり岳だけ展望台は山頂にある公園だ。

　駐車場にトイレと自販機がある。高台に三角形の屋根があり、その下にベンチがある。さらに奥へ進むと木製の橋が伸びていて、展望台が斜面に突き出していた。

　そう広くはない。

　訪れているお客さんも少なめで、落ち着いて観光するには良い感じだった。

　小道があり、佐さ世せ保ぼにゆかりのある文芸家や芸術家の碑がある。

「あっ、ユウト先生！」

「なに!?」

「猫ちゃんです！」

「本当だ、野良猫かな……」

「木製の記念碑で、爪つめとぎしてますよ!?」

「う、うん」

　石の碑が多い理由が、わかった気がした。

　展望台に立つ。

「おお……」

　思わず声がもれた。

　本当に市街が一望できる。

　海と山と街のバランスが程よくて、佐世保は美しい街だと悠ゆう斗とは思った。

　乃のノの香かが両手を広げる。

「わぁー、空を飛んでるみたいです」

「本当だねえ」

　ガラス越しでなく、一方向だけ見晴らしがいいのでもなく、周りを見渡せる感覚は新鮮だった。

　空から見下ろす鳥にとっての景色は、こんな感じだろうか？

　地図と照らし合わせて、あれが港だとか、あれがハウステンボスだとか、悠斗と乃ノ香は盛り上がった。

　一方──

　手て摺すりに両肘ひじをつき、マリィが遠くに視線を投げていた。景色を見ているというよりも、物思いに耽ふけっている感じ。

「…………」

　昨日までとは様子が違っていた。

　──心配事でもあるのかな？

　スケジュールが遅れているらしいから、それは心配するべきものだったが……今日になって状況が変わったわけでもない。

　理由がわからなかった。

　悠ゆう斗とは自分よりもマリィに詳しそうな人物に思い至り、スマホから短いＤＭダイレクトメツセージを送ってみる。

　休日に叩たたき起おこさないよう電話は控えた。

　編集の永なが井いへ。

『マリィが　ぼうっとしてるんですけど　大丈夫でしょうか』

　しばらくしてＤＭが返ってきた。

『元気になってきたみたいですね！　小お倉ぐら先生は調子がいいときは、打ち合わせをしている最中でも考えこむし、食事をしながら固まることもありますよ』

　悠斗はマリィに視線を向ける。

　そういえば、顔色がよくなってきているような。

　──これが元気なときの状態なの!?

　追加でＤＭが来る。

『執筆がはじまったら、食事を取らないのでシュガーレスではない飴あめと充分な水を用意してあげてください。カフェインは厳禁です』

　ペットの飼い方みたいになってきた。

　元気になったほうが人間から離れてしまうというのは、どうなんだろうか。

　悠斗は２人に声をかける。

「そろそろ、旅館に戻ろうか？」

「ん？　そうね。ちょっと寒くなってきたかも！」

「わかりました」

「……途中で、コンビニに寄っていいかな？」

「いいわね！　私も買いたいものがあったの。さすがユウトくん、わかってる！」

「ははは……」

　飴と水だけでなく、旅館の売店で永井へのお土産も買っておこうか──と思うのだった。





　　　　　†






　コンビニや売店に寄り、また旅館へ。

　部屋に戻った。

　畳のうえに、低くて大きいテーブルと、座ざ椅い子すが４つ。

　それらとは別に、障しよう子じで仕切られた向こう側に板の間──内うち縁えんがあった。

　ソファーが２つ並べてある。

　中庭を眺ながめられる形だ。

　マリィはコンビニで買った飴あめと水をローテーブルに置く。

　膝ひざの上にノートＰＣを出した。

　目つきが違う。

　これが、小お倉ぐらまりぃの執筆モードなのだろう。

　けれども、まだノートＰＣは開かない。遠くを眺めるような目をして固まった。

　悠ゆう斗とに乃のノの香かが小声で訊きいてくる。

「……あの……大丈夫なんでしょうか、マリィ先生？」

「元気になると、ああなるらしいよ」

「えー？」

　内線が鳴った。

　そういえば、夕飯の時間なのを忘れていた。

　集中していたら申し訳ないな──と少し迷ったが、悠斗は声をかける。

「マリィ、食事はどうする？」

「……あー……うん、食べるよ！　せっかく来たんだし、美お味いしいもの食べないとね！」

「それがいいよ」

「行きましょ！　ゴーゴーゴーゥ!!」

　マリィはノートＰＣを無造作に足元へ置くと、戸口へと駆けて行く。

　悠斗と乃ノ香も向かった。

　旅館《新しん湯ゆ》の夕飯は、豪華だ。

　普通ならばメインになりそうなメニューが、次々と運ばれてくる。しかも、どれも味のレベルが高いという贅ぜい沢たくなものだった。

　美味しい。

　しかし、かなりのボリュームだ。

「うふふ……幸せですぅ」

　結局、完食できたのは、乃ノ香だけだった。

　悠斗はギブアップ。途中だけれども、充分に満腹だ。

　マリィも箸はしを置いた。テーブルに肘ひじをついて、乃ノ香の胸元に視線を向ける。

「うぷす……食べた栄養は、きっとそこに行ってんのね！」

「ど、どこへですか!?」

　乃ノ香が胸元を両腕で隠して、赤面した。

　夕食後──

　鼻歌交じりに部屋に戻ったマリィが、自分専用にしたソファーへ座る。

　今度こそノートＰＣを開いた。

　起動中。

　肩越しに視線を投げてくる。

「あ、ユウトくん、乃のノの香かちゃん……私ねー、ちょっと煩うるさいかもなんだけどー？」

「邪魔しないよ。カフェにでも行ってくるかな」

「マリィ先生、がんばってください！」

「……愛してるよ、２人とも」

　カチャカチャとタイプ音が響きはじめた。

　悠ゆう斗とは乃ノ香と部屋から出る。




　和風の部屋と違って、ロビーは現代的な洋風の造りだった。

　カフェもある。

　紅茶をもらって、ソファーに身体からだを預けた。

「ふぅ……よかった」

「マリィ先生、書けるようになったみたいですね」

「完成してみないとわからないけど、来る前よりは元気になったみたいだ。よく寝れたせいかな？」

「ストレスで寝れないって言ってましたから……旅行が気分転換になったってことでしょうか」

「たぶんね」

　本当によかった。

　向かいの席で、紅茶を飲んでいる乃ノ香が、こちらを見て微笑ほほえむ。

「えへへ……役得です」

「ん？」

「ユウト先生と、こんなふうにホテルのロビーでお茶できるなんて」

「紅茶くらい、よく家で２人で飲んでるじゃない？」

「で、でも、こういうのって、なんか特別っていうか、旅行っぽいというか……」

「まぁ、旅行中だけど」

「マリィ先生のご両親みたいじゃないですか」

　旅行を持ち掛けられたときの会話を思い出す。たしか、両親が台たい湾わんに旅行してるから、と。

「……新婚旅行？」

　カアッ、と乃ノ香が顔を赤くした。

「すすすみません！　わたしってば変なことを言い出して！　ちょっと、っぽいかなって思っただけですので！」

「う、うん」

　そういう意識はなかったので、言われると妙に緊張してしまう。

　お互いに無言になって、紅茶を啜すすった。

「……」

「……」

　乃のノの香かが尋たずねてくる。

「……あの……私、ユウト先生の、お役に立てていますか？　お邪魔には、なっていませんか？」

　悠ゆう斗とは微笑ほほえむ。

　いつも言葉にしているつもりでも、なかなか伝わらないものだな、と。

「とても助かってる。これからも居てくれないと、困るよ」

「よかった」

　乃ノ香が嬉うれしそうに目を細めた。
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　夜になって部屋に戻ると、マリィが部屋の真ん中で倒れていた。

　３つの布団に、斜めになって。

　乃ノ香が慌てて駆け寄る。

「マリィ先生、大丈夫ですか!?」

「……あ……乃ノ香、おかえりー。お風ふ呂ろ、行かない？」

「ふぅ、寝てたんですか」

　悠斗もため息をつく。とうとう倒れたのかと思ってしまった。

　乃ノ香がうなずく。

「お風呂ですか。行きましょう」

「ユウトくんも行く？」

「まぁ、そうだね。寝る前に汗を流しておきたいし」

　一緒に行くと言っても、どうせ男女別になってしまうわけだが。

　ところが、マリィが妙なことを言い出した。

「さっき旅館の人に聞いたらねー。ここ家族風呂があんのよ」

　え？　と悠斗と乃ノ香が固まった。

「……マリィ先生、まさか」

「家族風呂は家族で使うものじゃないかな？」

「アハハ！　乃ノ香とはお風呂に入ったけど、ユウトくんとはまだだったでしょ？　空いてるみたいだったから借りたのよ」

「どうして、僕がマリィと入るのが当然みたいな話になってるの？　さすがに恥ずかしいから無理だよ」

　マリィが唇を尖とがらせる。

「じゃあ、ユウトくんと乃のノの香かだけで入ってきていいよ」

　乃ノ香がばたばたと手を左右に振る。

「そ、そういうことはしませんのでー!!」

「あれれ？」

　てし、と悠ゆう斗とはマリィの頭に、チョップを落とした。

「違うって言ったでしょ。からかうんじゃない」

「んもう、２人ともカタイんだから。もっと、自由に生きよう！」

「君は自由すぎる」

「よく言われるのよ、それ。じゃ、ユウトくんだけでいいから、入ってみて？　大浴場と違って１人で広々とくつろげるのよ？」

「いや、僕は大浴場でも、充分にくつろげるけど……」

　自宅の足も伸ばせない風ふ呂ろに比べたら、もう最高だ。サウナもあるし、露天もある。

　ぷすー、とマリィが頰ほおを膨らませた。

「…………お礼なのに」

「わ、わかったよ。家族風呂も使わせてもらうよ」

「にへへ！　楽しんでね、ユウトくん！」

　子供っぽい。

　まぁ、大浴場なら、昨夜、使ったし。別の風呂を体験してみるのも悪くないか。

　せっかく借りたのだし。

「ユウトくん、借りたのは２時間だから、１時間くらいで出てね」

「わかった」

　乃ノ香が見張っているから、妙なことはしないだろう。

　悠斗は部屋を出て、教えてもらった場所にある家族風呂に入った。

　脱衣所は狭い。

　正直、家族とでも同時に使うのは厳しい気がする。

　形式は大浴場と同じだ。

　カゴに衣服を置いた。

　タオルを手にして、浴室の扉を開ける。

「おお！」

　脱衣所から想像したものより、何倍もいい雰囲気だった。

　岩をくりぬいた洞どう窟くつのような凝こった意い匠しようだ。

　石を並べた湯船の周囲に、竹や下草が植えてある。湯と木と土の香りがした。

　露天風ぶ呂ろのような趣がある。

　悠ゆう斗とは洗い場で、しっかりと汗を流した。

　白く濁にごった湯に身体からだを沈しずめる。

「すごく濃いなあ」

　温泉というと、普通は香りくらいで、手て触ざわりで意識することはない。

　しかし、この湯には、粉っぽい湯の花が混じっていた。

　湯の成分がどうこうではなく、原液そのものという感じ。

「おー……ちょっと目にしみるくらいだ」

　ごそごそと音がした。

　最初は、湯船に温泉が注がれる音で、聞き間違えたのかと思ったが……。

　脱衣所のほうで音がする。

　──泥どろ棒ぼう!?

　そんなわけがない。

　このタイミングで脱衣所に入ってくる人物なんて、１人しか思いつかなかった。

「マリィ!?」

　ガチャ、と扉が容赦なく開かれる。

「ハイ！　呼んだかしら、ユウトくん！」
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　あろうことか、服を脱いだマリィが入ってきた。

　全裸かと思ったら水着を──などという展開も予想していたが、そんな中途半端を彼女はしない。

　白い肌を隠しもせずに、堂々と入ってきた。

「わあ！　素敵なお風呂ね！」

「う、うん……あ、いやいやいや！　他に言うことがあるんじゃないの!?　ガボガボ」

　悠斗は視線を逸そらす。

　口元まで温泉に浸つかった。

　すこし湯を飲んでしまったか？

　見た目どおり濃度が高いらしく、ちょっと喉のどが焼けた。

「ううぅ……」

「ユウトくん、目に入ると痛いらしいから、もぐっちゃダメよ？」

「そうだね。いや、だから、他に言うこと」

「んん？　お邪魔します？」

「僕の後に入るんじゃなかったの!?　１時間で出るように言ったのは、何だったのか!?」

「アハハ！　作家の言うことなんか信じちゃダメよー。噓うそつくのが仕事なんだから」

「開き直った、ひどい」

　──あと、世界中の作家さんに失礼だ！

　マリィが湯船にやってくる。

「ユウトくん、日本の温泉には〝混浴〟という文化があるの。風ふ呂ろに入ったときは、男も女も、身分の上下も、西も東もなく、みんなが平等で対等で幸せなのよ？」

「うっ……」

「そりゃあ、私は女で、ユウトくんは男よ。違ってるわ。でも、だからって、どうして分け隔てしなきゃいけないの？　性別や肌の色が、そんなに重要？」

「いや、それは……」

　言われてみると、悠ゆう斗とは自分が狭量な気がしてきた。

　マリィが湯に入ってくる。

　つい視線を向けてしまって──

　見とれた。

　湯けむりのなかの、白い肌は美しくて。

　細すぎる身体からだは、ビードロ細工のようで、触れたら割れてしまいそうなほど華きや奢しやだった。

「…………」

　視線を感じているだろうに、マリィは隠すこともせず、むしろお気に入りの洋服を見せるときのように、照れつつも堂々としていた。

　からかうような言葉も口にしない。

「ふふふ……」

　嬉うれしそうに笑うと、湯船の縁に腰かける。

　じっと見つめられた。

「うん、ユウトくんの視線は、嫌じゃないかな。まるで芸術品を見るような目だから」

「あ、うっ」

　すっかり見入ってしまったので、もう言い訳のしようもなかった。

　これだけで済むかと思ったのだが……。

　マリィが開けっ放ぱなしにした扉から、もう１人が入ってくる。

「ええっ!?」

「は、はふぅ……あ、あの……」

　なんと、乃のノの香かだった。

　大きめのタオルで身体からだを隠している。耳まで真っ赤にしていた。

　マリィが声をかける。

「風邪ひくよ、乃のノの香か？　早く来なさいよ」

「で、でも……やっぱり恥ずかしいので」

「そんなこと言ってると、私がユウトくんを襲っちゃうぞー」

「ダダダメですので！」

　鬼き畜ちくか。

「脅迫じゃないか」

「アハハ！　冗談だってば！　ユウトくんにも、乃ノ香にも、この解放感を一緒に味わってほしくて」

「いやあ……解放感かなぁ……」

　むしろ緊張感。

　いやさ、緊迫感じゃないか？

　乃ノ香は律りち儀ぎにも洗い場で、身体を流した。

　それから湯船に来る。

「ううぅ……先生に、見られて……」

「乃ノ香、こういうのは堂々としてたほうが恥ずかしくないよ。昨日の民族衣装のコスプレと同じよ？　全裸のコスプレみたいな？」

「そ、そんなの初めて聞きましたぁ」

「ふっふっふっー。言葉を作ってこその作家だしねー」

　適当なだけじゃないか。

　羞しゆう恥ち心しんで涙目になりつつも、乃ノ香が湯船に足を入れた。

　すごく近い。

　大きなタオルで隠してはいる。

　しかし、濡ぬれたタオルは肌に張り付いて、むしろ起伏を際立たせているようにも見えた。

　つい、まじまじと見つめてしまう。

「……参考になるな」

「ふわあぁ、ユウト先生、それは嬉うれしいんですが、ちょっと恥ずかしいです」

「あああ！　ごめん！」

　やっと目を逸そらした。

　２人の様子を見ていたマリィが言う。

「んん？　あ、照れてるほうが好みだったの、ユウトくん？　じゃあ、私も！　私も！　は、恥ずかしいから、こっち見ちゃダメなんだからね？」

「あ……ちょっと冷静になってきた」

「えー!?　ユウトくん、どういうこと!?　おっきくないとダメなの!?」

「いや、露骨な萌もえセリフって醒さめるなあ、と」

「ワフゥ！」

　マリィが威い嚇かくする犬みたいに、歯を見せた。

　まったく隠そうとしない彼女に、乃のノの香かが尋たずねる。

「あの……マリィ先生は、み、見られて……恥ずかしくないんですか？」

「恥ずかしいわよ？　それがイイんじゃない！」

　悠ゆう斗とは目を丸くする。

「恥ずかしいとは思ってたの!?」

「ユウトくん、私を何だと思ってるの？　女の子よ？」

「……わけがわからないよ」

「あ、ほら！　背中を洗ってあげる。ユウトくん、こっち来て！」

「遠慮するよ。僕、もう洗ったし」

「大きくなってても気にしないよ？」

「緊張して縮こまってますから！　ってか、なんの話だよ。いいから、僕のことは気にしないで」

「そ？　じゃあ、乃ノ香、座って。洗ってあげる」

「ええっ!?　そんな……マリィ先生に洗ってもらうなんて恐れ多いです」

「私が、誰かを洗いたいのよ。そういうシーンを書くから」

「あ、取材でしたか」

「半分はね！　ほらほら、座って？」

「は、はい……」

　まだタオルで身体からだを隠したまま、乃ノ香が木製の椅い子すに腰かけた。こちらをチラッと見て恥ずかしそうに顔を伏せる。

　悠斗まで照れてしまった。

　心拍数が上がって、このままのぼせてしまいそうだ。

　乃ノ香のことはプールなどで、すこしは肌を見たこともある。けれども、一糸纏まとわぬ姿は初めてだった。

　マリィがボディソープを手につけて、泡を相手の背中に塗ぬり広げる。

「本当に大きいわね、乃ノ香」

　手が、前へと回った。

「ひゃっ!?　ふ、普通ですので！」

「そうなの？　じゃあ、これが普通なのねー。世間の大半が小さすぎるだけで」

「ううぅー」

「どう、気持ちいい？」

「んう……あ、あの……タオルとかは？」

「人の肌は、人の肌で磨くと綺き麗れいになる──って物の本に書いてあったのよ。綺麗にしてあげるわね！」

「ん……ちょっと、くすぐったくて……はんっ。そ、そんなとこまで洗うんですか？」

「隠れたトコほど大切でしょ。汗あせ疹もが出るとつらいよ？」

「そう、ですね……んんっ」

　悠ゆう斗とはあまり見ないように視線を天井に投げていたが、声だけでも、それはそれで想像力を刺激されてヤバイ感じだった。

　乃のノの香かが荒い息をつく。

　マリィがシャワーで泡を流していった。

「じゃあ、次は洗ってくれる？」

「わ、わかりました。あの……手でいいんですよね？　本当に？」

「そうそう、優しくね」

「それでは──」

　先ほど、マリィがやったように、乃ノ香は手に泡を作った。それを肌に広げていく。

「アハハ！　くすぐったいよ！」

「す、すみません」

「んふぅ……あ、ちょうどいい……んん～、これ気持ちいいヤツね」

「そうですか。よかったです」

「うンッ！　んッ……アアン……乃ノ香のエッチ」

「はわ!?　マリィ先生と同じように洗ってるつもりなんですが!?」

「私、エッチだもん！」

「わたし、エッチなことされてたんですか!?」

「アハハハハ！」

「んもう……からかわないでください」

　言いながら、肌を磨く。

　大切なトコが泡で隠れた。

　シャワーで落とされ──これもう挿絵で使えない構図だな、とか悠斗は思った。

　だんだんと２人の姿が、まるで画面の向こうの出来事のような、自分と無関係な映像に見えてきた。

　乃ノ香が振り返る。

「あの……ユウト先生も洗いますか？」

「ユウトくん、おいで？　２人で洗ってあげるから。こんな機会、めったにないよ？」

　彼女たちを見つめる。

　たしかに、そうだろう。こんな機会、めったにない。

　悠ゆう斗とは右手を湯から出す。




「あ、僕、さっき洗ったから」




　手を横に振って、丁重にお断りした。

　身体からだを洗った２人が湯船に浸つかる。

　慣れてくると、たしかに男女で風ふ呂ろというのも悪くなかった。

　悠斗のすぐ隣にマリィが来る。

　肩が触れた。

「うふふふ……いい湯だね、ユウトくん」

「そうだね」

「あ、あの！　ちょっと熱いかもですね、ユウト先生」

「ちょっとね」

　乃のノの香かは可能なかぎり離れて座っていた。

　湯船にぷかりとふたつのふくらみが浮かんでいる。胸が大きいと湯に浮くという話は聞いたことがあるが、本当だったらしい。

　マリィが耳打ちするように、顔を寄せてきた。

「ユウトくん……」

「なに？」

「……キス、しよっか？」

「ファ!?　なななに言ってんの!?」

「アハハ！　冗談よ！　ずっと乃ノ香のほうばっか見てるから、からかっただけ。たまには、こっちも見て？　こんな近くにいるのに」

「心臓が止まるかと思った」

「そのときは、人工呼吸してあげる」

「心臓が止まっているときに必要なのは、ＡＥＤか心臓マッサージだと思うよ」

「んんん～、温泉、サイコー!!」

　悠斗の話を最後まで聞くことなく、マリィが両腕を上に伸ばす。

　つるんとした脇だけでなく、胸の先まで見えそうになって、悠斗は慌てて目を逸そらした。

「ダメだ。本当にのぼせちゃいそうだ。先に出るよ」

　その判断は、やや遅かったらしい。

　悠斗は普通に立ち上がったつもりだった。

　ふらりと倒れこむ。

　──あ、これ、ちょっと前にやっちゃったヤツだ。

　イベント会場で転んで左手首を捻ねん挫ざした。

　完治していない左を悪化させるわけには！　かといって右は、もっと大切だ。

　顔から行った。

「お？」

「ユウト先生!?」

　倒れこんだ先に、乃のノの香かがいた。

　なにやら、やわらかいものに顔を受け止められる。




　ぎゅむっ！




　湯の香りのする、ふかふかのダブルクッションで、悠ゆう斗とは事なきを得た。

　ところが、その直後──濃度の高い湯に顔を突っこんでしまった。

　激痛が走る。

「うわああああ、目が！　目がぁ！」

「はわあ！　ユウト先生!?」

「アハハハ！」

　大急ぎで水道水で洗い流した。
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　深夜──

　悠斗は、ふと目を覚ます。

　和風の天井だ。

　消灯している照明。

　自分の身体からだには、ちゃんと布団が掛けられている。

　横を見れば、乃ノ香が寝息を立てていた。その幸せそうな寝顔が見える理由は、障しよう子じの向こう側にある。

　内うち縁えんに、まだ明かりが灯ともっていた。

　悠斗は静かに身体を起こす。

　乃ノ香の眠りを妨げないように布団を抜け出した。

　静かに障子を開く。

　マリィは定位置と化したソファーでノートＰＣを叩たたいていた。画面に視線を落としたまま言う。

「……なに？」

「ごめん、邪魔した？」

「ぜんぜん。でも襲うなら、あとにして」

「しないっての」

　乃のノの香かが寝ているのと、もう深夜ということで、お互いに小声だった。

　ストーブの音のほうが大きいくらい。

「ユウトくん、水でも飲む？」

「もらう」

　マリィは当たり前のように１つしかないコップに水を注ついだ。

　いろいろスゴイことがあったせいか、もう騒ぐ気力もない。悠ゆう斗とは空いているほうのソファーに座った。

　コップを受け取って、一気に飲む。

「こくん……こくん……」

　身体からだに染みこむかのようだった。水が美お味いしいと感じる。

「ふぅ……ありがと。マリィは寝ないの？」

「眠くないから……あ、でも、昨日までの眠いのに眠れないって感じじゃなくて、テンションが上がってて眠らなくても平気って感じ」

「身体は平気じゃないだろうけど……まぁ、わかるよ」

「書きはじめた頃ってさ、ノッてると無限に書けた気がするのよ」

「そんな頃もあったかも」

「親に怒られるまで、ずっと集中してて」

「うん。そんな感じ」

「あの頃が、私のピークだったのかもしれない」

「技術的には今のほうが上でしょ」

「創作に技術なんて、本当は必要ないんじゃないか、って思うわけよ」

「うーん……でも下手な文章は何が言いたいのかわかんないし、下手な絵は何が描いてあるかわからないでしょ」

「失った情熱のぶんの技術が……身についているの？」

「評価されてるんだから、そう考えるべきだろうとは思うよ。なにより、情熱が失われてて、技術が足りないとして、書くのやめられる？」

　マリィがキーボードを打つ手を止とめた。

　真剣な顔して、こちらを見つめる。

「私には書くことしかない」

「僕も同じようなものだよ。だから、やめないし、やめられないし、やめたくないんだ」

「……そうだね」

　キーボードを叩たたく音が、再開された。

　ぽつり、と彼女がもらす。

「ありがとう、ユウトくん……」

「僕のほうこそ」

「ずっと、横にいてくれたらいいのにね」

「……え？」

　それって──

　マリィはノートＰＣを見つめたまま、無言になった。

　これ以上は無粋か。本当に邪魔になりそうだ。

　しかし、目が冴さえてしまった。

　こんな勢いで創作している姿を見てしまったら、こちらだってスイッチが入る。

　悠ゆう斗とはリュックから iPad とペンを持ってきた。

　マリィが微笑ほほえむ。

「あら、《猫ソナ》の？」

「……いや、実は帝てい王おう文庫の新作を受けたんで、そのキャラデザを」

「浮気!?　ＮＴＲ!?」

「僕は君の専属になった覚えはないよ。そっちこそ、四よつ股またかけてるでしょ。僕以外のイラストレーターの絵もつけてもらってるじゃないか」

「クソビッチって言いたいの？」

「仕事を恋愛で比ひ喩ゆすんの、やめよう」

「はーい」

　悠斗はマリィと２つのソファーで肩を並べる。

　窓からは、中庭と大きく月が見えていた。



























　悠ゆう斗とが乃のノの香かとマリィとでハウステンボスを訪れた頃──

　ナストキュウリは恵え比び寿す駅にいた。

　胸ポケットの名刺入れをビジネスバッグに移す。

　ゲーム関係の打ち合わせの帰りだった。ゲーム会社では大半が本名を名乗るため、彼女も専用の名刺を用意している。

　ナストキュウリは、本名を佐さ伯えき愛あ澄すみといった。

　──というか、このＰＮペンネームだと名刺を出したとき、アニメやゲームの人たちには苦笑されてしまうんですよね。

　初顔合わせの人もいたので、ちゃんとした格好をしてきていた。ビジネスカジュアルのジャケットに、ハイウエストなスカートっぽいガウチョの組み合わせだ。

　悠斗をお茶に誘うつもりで、新品のパンプスをおろしてきたのだが……残念ながら、彼は東とう京きようにいないらしい。

　スマホから着信音があがった。ツイッターのＤＭダイレクトメツセージだ。





　　　Twitter　今

　　　神じん宮ぐう寺じ神かみ絵え

　　　つきました！









　愛澄は返信を入力する。

『改札に居ります』

　ホームのほうを見ていると、ほどなく見覚えのある相手が歩いてきた。

　黒いタイトなジャージに、短いスカート。襟えりにファーのついたコートを羽は織おっている。足元は黒ブーツだ。

「どうも！」

「こんにちは、神絵先生」

　ユウト経由で知り合ったイラストレーター仲間だった。

「ナスさん、ごめんねー。急に呼び出しちゃって」

「とんでもない。一人でお茶して帰ろうかと思っていたところでしたから……声をかけてもらって、嬉うれしいです」

　愛あ澄すみは頭を下げる。

　ぱたぱた、と神かみ絵えが手を横に振った。

「いやー、あたしも外に出たくて！」

「聞きましたよ、大変だったそうで……」

「失敗しちゃったんだよねー。担当さんからカラーの仕事が、本当にばんばん来て、もう死にそう……。冬コミは総集編になっちゃうかも」

「私もアニメのときは、大変でした」

「そう、あたしが大変なときに！　ユウトってば、マリィちゃんと長なが崎さきの温泉だなんて！　ズルイ！」

　愛澄は驚いた。

「小お倉ぐら先生と旅行なんですか!?」

「らしいよー。マリィちゃん、ユウトのこと好きみたいだから」

「ええっ!?」

「あの人、ちょっと変わってるよねー。でものののちゃんも一緒だから何もないか」

「…………そう、ですか」

「で、まあ、ユウトが温泉に行ってるのに、あたしだけ家で缶かん詰づめなんて不公平でしょ!?」

「はい」

　その理屈は、よくわからなかったので、愛澄は曖あい昧まいにうなずく。

「ナスさんも時間あるなら、温泉でもどうかと思って！」

「温泉ですか？」

「ダメ？　どっか行きたいとこあった？」

　愛澄は思案する。

　今は恵え比び寿すだから、青あお山やまのショコラ・シックか、代だい官かん山やまのイル・プルーあたりに誘おうかと考えていた。

　しかし、相手に希望があるなら、合わせるべきか。

「大丈夫ですよ、神絵先生の行きたいところで」

「やった！　それじゃ、大おお江え戸ど温おん泉せんにしよ！」

「大江戸……？」

「ナスさん、行ったことないの？　楽しいとこよ、今は狛こま血ちコラボやってるし」

「こまち？　ああ、ゲームの《狛こま犬いぬの血族》ですか」

「うん、興味なかった？」

「そんなことありません。時間がなくてプレイしたことはありませんが……」

「面白いよー」

　それじゃあ、ということで──




　りんかい線に乗った。

「ナスさん、打ち合わせだったの？」

「そうですね、ゲーム関係で」

「へー。あの会社って恵え比び寿すにあったんだねえ。等身大看板とか飾ってあるの？」

「打ち合わせスペースは、ものすごくオシャレなオフィスという感じです。作品に関かかわるものは、あまり展示がないですね」

「出版社とは違うのね。編集部だとポスターがばんばん貼はってあって、待ち合わせ場所には雑誌が並べてあるじゃない？」

「だいぶ雰囲気が違いますね。ゲーム系は一般企業っぽいオフィスが多いかと……私が行ったところは」

「あ、そういや、錦にしきの会社は机にエロフィギュアやオナホが並んでるって言ってたわ。ゲーム会社っていっても、いろいろねー」

「……そ……そうですね」

　唐突な猥わい語ごに愛あ澄すみは口元が引きつってしまう。

　近くにいた若いサラリーマンが、ギョッと驚いた顔をしていた。
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　お台だい場ば《大おお江え戸ど温おん泉せん物もの語がたり》──

　国こく際さい展てん示じ場じよう駅で乗り換え、有あり明あけ駅からモノレールのゆりかもめに揺られること３駅。

　テレコムセンター駅の目の前だった。

　──ゆりかもめの正式名称は東とう京きよう臨海新交通臨海線らしい。今回は〝東京臨海高速鉄道りんかい線から、東京臨海新交通臨海線への乗り換え〟となったわけで、臨海しすぎて海に潜りそう。海に近いこと以外の特徴は本当になかったのかな……？

　などと埒らちもないことを考えていたら、入口が見えてきた。

　愛澄は建物を眺ながめる。

「相撲すもうか寄よ席せでもやっていそうですね」

「あはは……そんな雰囲気かも！」

　吊つるされた提ちよう灯ちんの隣には、コラボの横断幕バナーが出されていた。

《狛こま犬いぬの血族》

　神社に置かれている狛犬を擬人イケメン化したゲームだ。

　獅し子しの像が一般的だが、犬に似ていたり、狐きつねだったり、兎うさぎだったりもする。

　仏閣擬人化に近いが、動物のテイストも入れることでキャラクター性を強めていた。プレイヤーを「神様」と呼んで、その守護を使命としている。犬っぽさが可愛かわいいのだった。

「つきくん！　つきくん！」

　神かみ絵えが兎うさぎ耳の少年を指さして、嬉うれしそう。

「狛こま犬いぬなのに兎なんですね？」

「浦うら和わにある調つき神社の子なの。最初は普通の狛犬だったらしいけど、つきだから月になって〝月なら兎だろう〟ってことで、兎の狛犬になったんだって」

「面白いですねえ……なんで赤色の服なんですか？」

「毎年、浦和レッズが必勝祈願してるから」

「なるほどー」

　下げ駄た箱ばこに靴くつを入れる。

　神絵の黒ブーツはショート丈だったので、なんとか収まった。

　愛あ澄すみはヒールのあるパンプスだ。

　奥へ進み、フロントで鍵かぎをもらう。精算は帰りにまとめて、とのことだった。

　祝日のせいか、とてもお客さんで賑にぎわっている。

「女性の方が多いですね。意外です」

「あー、銭湯って男の客が多いイメージよね！　まぁ、どう考えてもコラボの影響かな」

「すごいですね、狛犬」

　更衣室では、まず浴衣ゆかたに着替えるシステムになっていた。浴衣の柄を選べるらしい。

「ナスさん、何番にする!?」

「そうですね……桜色の５番にしますか」

「じゃ、あたしは派手っぽい８番！」

　ようやく施設に入った。

　広場になっている。

　天井が真っ暗で夜のようだ。まだ夕方にもなっていないはずだが……照明は提ちよう灯ちんだけ。

　中央に火の見やぐらが建っていた。

　コラボのキャラクターたちの看板が並んでいる。こちらはＳＤキャラクターか。

　左右に屋台のような店がある。フードコートになっていた。

　神絵が声をあげる。

「わあー、お祭りみたい！　こういうの、好きー!!」

「素敵な雰囲気ですね」

「射的あるよ、射的！　駄菓子屋も！」

「盛況ですねえ」

　本物のお祭りのように、屋台には列ができて賑わっていた。これが年に数回ではなく、毎日なのかと思うと、驚きだ。

　神かみ絵えが手を握ってきた。

「ナスさん！　あっち行ってみよ！　足湯があるよ！」

「は、はい」

　女同士でも、手を握られると、ちょっとドキドキしてしまう。

　ぐいぐいと神絵に引っ張られた。

　手を繫つないで外に出る。

　露天というか、中庭というか。とにかく広い。

　小さな橋の向こう側が、和風の庭園になっている。中央にある池のようなものが、足湯だった。

　石に腰かけ、足だけを湯につける。

　まだ昼だから消えているが、夜には提ちよう灯ちんが明るくなるのだろう。

　また手を引かれた。

「大道芸、やってるよ！」

「本当ですねー」

　プラスチックコップを重ねたり、積み上げたりを高速で変化させる。それと、ボールをいくつも投げ上げ、回すやつだった。

　縁日らしいミニゲームもあった。景品や意い匠しようなどが狛こま犬いぬコラボとなっている。

「やってみる！」

　神絵が参戦した。

　愛あ澄すみは後ろで見守る。

「がんばってくださいね」

「うん！　それで、どうすんの、これ？」

　スタッフから説明を受けた。

　狛犬のぬいぐるみを投げ、カゴに入れるらしい。

　神絵が念を込める。

「よーし、金こん毘ぴ羅らくん、頼むよ!?」

　こちらは狛犬ならぬ狛猫らしく、猫耳の青年だった。

　じっと愛澄は見つめてしまう。

「……ちょっと、ユウトさんに似ています」

「え？」

　神絵が、改めてぬいぐるみを見た。

「ぷぷっ……たしかに、似てる。ダメそうな気がしてきた」

「な、なんでですか!?」

「おりゃあ！」

　神かみ絵えが無造作に放ほうり投なげる。

「ああ!?」

　愛あ澄すみは思わず声を漏らしてしまった。

　なんと、スポンとカゴに入る！

　スタッフに、カランカランとベルを鳴らされた。ステッカーが渡される。

「おめでとうございます！　こちらが景品です！」

「わー、やったぁ。やるじゃん、金こん毘ぴ羅らくん。ユウトに似てるくせに」

「さすがですね」

　妙に嬉うれしい気分になる愛澄だった。
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　グッズ販売コーナーは盛況だ。

　神絵が当然という顔をして入っていく。

　作品には詳しくないが、グッズを見るのは好きなので、愛澄も後に続いた。

　商品はケース内に飾ってあって、注文用紙をレジで渡す形式だ。

「ふむふむ……」

「これ、いいなあ……」

　神絵が指さしたのは、箸はしだった。

　狛こま犬いぬが箸の後端に座している。凝こったことに右左で意い匠しようが違っていた。

「買うんですか？」

「そうじゃなくて。立体のグッズって、同人じゃ難しいのよねー。絵をプリントする系は意外と作れるんだけど、このへんだと商業な数を作っても、原価がスゴイことに！」

「普通の値段ですが……？」

「狛こま血ちはヒットしてるから、めちゃめちゃ数を作れるし、他のグッズとまとめて発注してコスト下げてるのよ」

「かなりコラボやグッズに力を入れてる企画みたいですね。これも──」

　愛澄は店舗前の等身大看板に目を移す。

「──キャラが浴衣ゆかたを着て、コラボグッズを手にしてるから、新規絵ですよ」

「すごいよねー。等身大なのに、ドット見えないもん」

　解像度が高いほど、拡大しても綺き麗れいに仕上がるが、そのぶん作業に時間がかかる。

「気合いが入ってますね」

「さすが売れてるタイトルは予算が違うわよね！」

「あはは……生々しい」

　苦笑する愛あ澄すみを横目に、神かみ絵えが次のショーケース前へ移動する。そこで固まった。可愛かわいいＳＤキャラのラバーストラップだ。

「うあ……嫌なもの見つけたー」

「どうしたんですか？」

「ちょうど、ラバストのデータを作ってたのよ、週明けまでに３つ。今日は放ほうり出だして来ちゃったけど」

「大丈夫なんですか!?」

「まぁ、終わるとは思うのよ。ＳＤは得意だし」

　愛澄もラバストに目を向ける。

「……私も、こういうの作りましたよ。苦労したなあ」

「え？　そうなの？」

「細い部分とか、尖とがった部分とか、成型が甘くなるから、目のあたりが難しくて」

「あ、なるほど」

「単純化して別キャラにせず、かわいくって、もう新しい絵柄を作るようなもんじゃないですか」

「ううぅ……そこまでとは考えてなかった」

「しかも、色指定が難しくて。貰もらったサンプルの色番号を指定するんですけど……試作品が全体的にくすんでいたんですよ」

「サンプルと違うの!?」

「海外の工場で作ってますからねえ……」

「あー……」

　２人して苦笑いする。

「結局、ゲーム会社のプロデューサーが納得するまで４回もリテイクかけちゃって。商業だったからいいけど、あれが同人だったら大赤字でしたね」

「ラバスト舐なめてたわ」

「それ出来がいいですし、参考になるかもですよ？」

「……そうね。推しじゃないけど、買ってく」





　　　　　†






　木製っぽいパネルを貼はった金属のロッカーに、浴衣ゆかたや貴重品を入れる。

　愛澄は指輪も外して、ハンカチに包んで収めた。

　周りを見渡す。

「ここは、さすがにコラボの立ち絵とかないんですね？」

「ダメでしょー。推しの等身大看板なんてあったら、恥ずかしくて脱げない子いるって」

「な、なるほどです」

　自分はオタクだと思っている愛あ澄すみだが、熱心な人とは感覚が違うと思い知らされる。

　照れたように神かみ絵えが頭を搔かく。

「へへ……あんまり人気ないけど、あたしの一番の推しは、南みなみ大だい門もんって獅し子しのオッサンでさ？　今回もコラボキャラになってないんだけど」

「残念ですね」

「ううん、南なんさんの等身大看板なんてあったら……んふ、そこで脱ぐとか、ヤバイわぁ」

「神絵さん、ヨダレ、ヨダレ！」

「おっと。ナスさんってば、エロすぎー」

「私!?」

　とにかく浴衣ゆかたを脱いで、浴場へと向かった。

　やはり人が多い。

「はぁ……すごいですね……」

「お、サウナあるよ！」

「いいですね」

　まずは汗を流して、それからサウナに入ってみる。

　いきなり、神絵がダレた。

「暑い。暑くない？」

「は、早すぎませんか……？　まだ汗も出てないと思うんですが……」

「ううぅ……」

　とりあえず、木製の椅い子すに座った。ほう～、と息をつく。

「気持ちいいです」

「げふうー……暑い」

「がんばりましょう。肌が綺き麗れいになりますよ」

「見せる相手はいないけどねー」

「それを言ってはダメですー」

「ふぅ～……都内でも、ゆったりできるトコあんのねえ。打ち合わせも増えてきたし、引っ越そうかなあ」

「私、実は部屋を探してるんですよ」

「へー、どこ？」

「池いけ袋ぶくろです」

「え？」

　神絵が微妙な顔をした。

　愛あ澄すみは首をかしげる。

「あら、オススメではなかったですか？　恵え比び寿すや飯いい田だ橋ばしに行きやすいし、美お味いしいお店も多いですし。銀ぎん座ざや六ろつ本ぽん木ぎも考えましたが、ちょっと家賃が高すぎまして」

「そっか、恵比寿や飯田橋ね。取引先の近くで住みやすいとこか。よかったわー」

　神かみ絵えがため息まじりに言った。

「ふふ……なんですか？」

　彼女が手を伸ばしてくる。愛澄の左手の薬指に触れてきた。そこには指輪が嵌はまっていた跡がある。

「池いけ袋ぶくろって言うから、ユウトの家の近くってことなのかと」

「えっ!?　そ、そういうつもりじゃ……ない……です。これはストーカー避よけですから」

　愛澄はうつむく。

　考えたこともなかった。

　しかし、無関係と言い切れるだろうか。

　池袋ありきで、引っ越す理由を後付けした可能性は？

　愛澄は首を横に振る。

「やっぱり、違いますよ。ユウトさんとは、お友達ですから」

「そうよねー。いい人だと思うけど、恋愛対象かっていうと、ちょっと違う感じだし」












「そうですね」

「男としては、ちょっと頼りないもんねー？」

「かもしれません」

　正直、愛あ澄すみとしては全面的に同意しかねる部分もあったが、言い争っても仕方がない。

　自分は彼を恋愛対象ではなく、友人だと思っている。

　そのはずだった。

「そろそろ、出ましょうか」

「真っ赤になってるねー」

「ちょっと長居しちゃいましたね。水を浴びたいくらいです」

　愛澄は立ちあがって、サウナのドアに手をかける。

　神かみ絵えも一緒に出た。

「ナスさんってさ……」

「はい？」




「ユウトのこと、好きだよね」




















　月曜日──

　乃の木ぎ乃のノの香かは教室にいた。

　放課後のＨＲが終わり、自由の身となる。

　クラスメイトの男子が話しかけてきた。

「乃木さん、今日は部活……かな？」

「んー。たしかに、最近、ちょっと休みすぎかなあ……タイムも伸びてないし……」

　夏と秋の大会では水泳部の代表に選ばれたが、冬の大会は怪しい。

　しかし、旅行の直後だから、今日は早めにユウト先生の部屋に行きたい──という気持ちも乃ノ香にはある。

　部活のあとでも、夕飯を作りに寄るくらいはできるが……。

「どうしよ～」

「乃木さん、アルバイトしてるって、本当？」

「えっ!?　し、してないよー。中学ってバイトは禁止でしょ」

「３年の先輩が見つかって、親が学校に呼ばれたらしいよ」

「ウッ……大丈夫、バイトじゃないから」

「ならいいんだけど──そういや、俺、この間の摸試で、北高がＡになったんだぜ」

　──そう、わたしのアレはバイトってわけじゃないのですよ！　と乃ノ香は断固として思う。

　むしろ中学生のアルバイト程度で、２泊３日の長なが崎さき旅行など行けるだろうか。しかも、レンタカーを運転してもらい、ハウステンボスを満まん喫きつし、佐さ世せ保ぼの街を堪たん能のうして、広い温泉旅館で家族風ぶ呂ろを楽しみ……なにより！　大好きなイラストレーターさんと作家さんと一緒の旅だなんて！

　贅ぜい沢たくすぎてしぬ。

　そのうえ、家族へのおみやげまで買ってしまった。

　ほぼ先生たちに支払ってもらっている。

　自分で出したのは、コンビニでのクレンジングオイルくらいか。

　最終日の夕飯も美お味いしかったなぁ……

　──クエ、幸せの味でした、クエ。

「乃木さんは、どうかな？」

　男子の声で現実へ引き戻された。

「ハッ！　えっと……あはは……えーっと……」

　まったく聞いていませんでした！

　もう一度言ってくれる。

「俺は北高がＡになったからさ。乃の木ぎさんも、北高って言ってたから……その……一緒に行けたらいいよね」

「高校受験かぁ……そうだよねえ、進学校がいいよね……」

　ユウト先生もマリィ先生も、あと神じん宮ぐう寺じ先生も二に色しき先生も、みんな大学には行ったと言っていた。

　二色先生の説明によると──学力の問題じゃなく、大学生は時間がある。10代の会社員には時間がない。若いうちにクリエイター職につけるのは、学生時代の自由な時間を創作に注つぎこんだ人だけだから。

　それに同意しつつ、ユウト先生は言った。

〝誰でも１０００時間、真剣に絵を描いたら、プロの端はしっこには引っかかると思うよ〟

　彼は美大生だ。

　乃のノの香かはつぶやく。

「やっぱり、美大かなぁ……」

「えっ、なに!?」

「あわ！　えっと……将来的な目標といいますか。お、おかしいですよねー、大学の話とか。これから高校受験なのに！」

「あ、うん、あんまり未来のこと考えてもね。俺ら中学生だし」

「あはは……」

　乃ノ香は学生鞄かばんに荷物を移す。

　とにかく教室を出ないと、部活にしても、先生の家に行くにしても──

　男子のほうは、もう帰る用意を済ませていたようで、当然という顔をして教室を出るときにもついてきた。

「乃木さん、ドラニン進んだ？」

「あ……最近、ログインもしてなくて」

「俺、連休で最終章まで進んだよ。ストーリー良いよ、本当に。無課金でも強いフレがいればなんとかなるし」

「そうなんだー」

「あ、チケ使ってガチャ回したら、これ引いたんだ！」

「ふうん？」

　校舎を出たところで、彼がスマホを出した。

　まだ構内なのに大丈夫かな？　と思いつつ、乃のノの香かは画面を覗のぞきこむ。放課後だから、注意はされても没収まではないだろう。

　画面の左上に、見覚えのあるキャラクターがいた。最高レアリティのマークが輝いている。

「あ……ユウト先生のキャラです」

「《猫ソナ》のメディスに似てるよな！」

「あははー……それを聞いたら、先生へこみそう。でもクライアントの指定だったんだよねー」

「ん？　ネットでそんな話が出てたっけ？」

「……ッ」

　乃ノ香は口元を手で押さえた。

　視線を逸そらす。

　ふと、プール棟が目に入った。

　水泳部は楽しい。部活仲間とは仲がいいし、先生も優しいし。でも……。

　乃ノ香は鞄かばんの持ち手を強く握りしめる。

　──今日は、旅行のあとだから、洗濯物が多いんでした！

「乃の木ぎさん？」

「それじゃ、わたしは行くとこがあるから！」

　軽く手を振って、乃ノ香は走りだすのだった。
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　カチャ……とドアが開く。

　この気き遣づかった開け方と、この時間だと、乃ノ香だろう。

　合あい鍵かぎは渡してあるが、そもそも悠ゆう斗とはドアの鍵をかけない。

　絵を描くのに集中しているときは、インターホンが鳴っても応対しないので、知り合いには勝手に入ってくるよう言ってあった。

「ううぅ……」

　悠斗は床に倒れ伏したまま、うめき声をあげる。

「おじゃまし……」

　入ってきた乃ノ香が固まった。

　その手から、買い物袋が落ちる。タマネギが転がり出た。

「きゃあああ!?　ユウト先生!?　ユウト先生!?」

　慌てて彼女が駆け寄ってくる。

　悠ゆう斗とも焦った。

「あ、いや……」

「よかった、生きてます！　今すぐ、救急車を！」

「待って待って、乃のノの香かちゃん」

「は、はい」

「ごめん、腰がしんどくて寝転がってただけ」

「………………」

　はぁ、と彼女が息を吐ついた。

　申し訳ない。

「まぎらわしかったね、これ」

「なぜ、ベッドじゃなく、床で？　まるでトイレから戻る途中で、心臓発作でも起こしたみたいな格好で」

「理由を話せば長くなるんだけど──温泉で基本ラインが決まったんで、いい感じでキャラデザが進んでてね」

　乃ノ香が安あん堵どの笑みを浮かべる。

「よかったです……最近、つらそうだったので」

「ちょっとプレッシャーかかってたかな。姉さんのデザインを超えたいって思って。変に意識しすぎてたよ」

「旅行で気分転換、できましたか？」

「そうだね。絵を描きはじめた頃のこととか、ちょっと思い出して……もっと自由に描いてたよなって」

「なるほど」

「自分の好きなものだけを描いたら、しっくりきてね。もともと、作家側からの制限はなかったから、僕が気に入るデザインなら、それでいいかなって」

「はい！」

「んで、楽しくなって……旅行から帰ってから、ずっと描いてて……」

「ずっと!?」

「おかげで《レレガ》のキャラデザは、ほぼ完了」

　乃ノ香が目を丸くした。

「ユウト先生もマリィ先生も、２日目の夜は寝ずに描いてましたよね!?」

「いやあ、飛行機では寝たし」

「２時間!?」

「あと、今まで寝てたし」

「布団で寝られない呪のろいでもかかってるんですか？」

「ははは……でも、ここで横になってたのは、寝不足のせいじゃないよ？」

「どうかしたんですか？」

「トイレに行ったあと、ぐぐって背筋を伸ばしたら、グキッと腰が……」

「ぎっくり腰じゃありませんか!?」

「そこまでじゃないかな。今でも起きられるんだけど、床に寝そべってると、楽で楽で」

「接骨院に行きますか？」

「今、調子がいいから、家から出たくない」

「でも《レレガ》のキャラデザ、終わったんですよね？」

「主人公とヒロインにＯＫをもらったし。今はカバー案を描いてるんだ。２人が向き合ってる構図にしたいんだけど……なかなかね」

「そうでしたか」

「悪いんだけど、乃のノの香かちゃんにお願いがあるんだ」

「はい、なんでしょうか？」

「iPad を持ってきてくれない？」

「ここで描くんですか!?　ユウト先生、接骨院に行きましょう。もしくは、せめてマッサージを」

「いや、でも、ちょっといい感じのが浮かんでて……」

「そんな状態で……トイレに行きたくなったら、どうするんですか？」

「うっ」

　たしなめながらも、乃ノ香が iPad を持ってきてくれた。

「それじゃ、ユウト先生が描いてるあいだ、わたしがマッサージしますので」

「できるの？」

「お父さんの肩かた揉もみくらいしかやったことないですが、水泳部で疲労が溜たまったときなど、マッサージは受けていますから」

「それはスゴイ」

　中学生でも、水泳部のレギュラーだと、それくらいのケアはするのか。

　乃ノ香は買い物のうち、要冷蔵のものだけ片づけた。
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　寝そべっている悠ゆう斗との横に、乃ノ香がしゃがむ。

　スカートを整え、制服の袖そでをまくった。

「じゃあ、やりますね」

「うん」

　悠ゆう斗とは iPad の絵描きアプリを起動している。倒れている間に考えた構図を形にしていった。

　乃のノの香かが背中に触れてくる。

　ぐっ、と親指で指圧してきた。ヘソの裏の辺りか。

　ちょっとくすぐったい。

　だんだん強くなってきた。

　石のようになっていた背筋に血が通ったような気がする。

「ううぅ……」

「痛いですか？」

「いや、ぜんぜん大丈夫だよ。もっと強くてもいいくらい」

「そうですか。固いですもんね」

「なんか、申し訳ないけど」

「いえいえ、楽しくなってきましたので」

　ぐっ、ぐっ、と指圧してくる。

　ときどき悠斗の手まで揺れるので、ちょっと描きにくかったが、どうせラフのラフなので支障はなかった。

　だんだん位置が下がってくる。












　背骨と腰骨の間くらいか。

　ちょっと弱くなってきた気がする。

「乃のノの香かちゃん、疲れた？」

「いいえ。どうかしましたか？」

「ちょっと弱くなったかなって……」

　弱くなったというか、もやっとした感じ。言葉にできない。

　乃ノ香が戸惑ったように言う。

「もっと強いほうがいいですか？」

「よくわかんないけど、もっと強くしていいかも」

「これでは？」

「もっとかなー」

　乃ノ香が、悠ゆう斗とのシャツをまくった。背中を見る。

「あの……けっこう強めに押してるんですが……もしかして、感覚が鈍くなっていませんか？　血行が悪くなると、神経が麻ま痺ひするらしいです」

「血行は温泉でよくなったと思うよ？　左手も調子いいし」

　伸ばした左手を、ぐっぱぐっぱする。

　ひねると痛みがあるが、日常生活では問題なくなっていた。温泉、すごい。

　乃ノ香の手が、悠斗の背中をなでてくる。

「でも、肌が赤くなるくらい押してます。これ以上だと、内出血しちゃうかも……手て触ざわりも人の身体からだっていうより、丸太を押してるみたいです」

「丸太」

「それに、わたしの力だと、これより強くするのは難しくて……もう上に乗るくらいしか」

「じゃあ、それで」

「えっ!?　いいんですか？」

「そろそろ、液タブで作業したいんで、なんでもいいから治したいかな」

「……わかりました……じゃあ、乗ってしまいますね？」

「頼むよ」

「う、上を見ては、ダメですよ？」

「しないって！」

　服が滑ると危ないらしく、悠斗のシャツはめくったまま。さすがにズボンは下ろさなかった。

　乃ノ香は白色の靴くつ下したをはいたままだ。

　背中に、彼女の足が触れる。

　最初は片足だけで、体重の半分も乗せていないだろう。

「それでは……」

　ぎゅうっ、と背中が踏まれた。

　腰が圧迫される。

「おう」

「痛くないですか？　重くないですか？」

「軽いよー」

「あわー。嬉うれしいような、申し訳ないような……」

　たしかに、女の子だと体重を乗せるのは複雑か。〝すごく重くて、よく効くよ！〟なんて言わなくてよかった。

　しかし、手の力による指圧に比べると、だいぶ強い。

　芯しんに届いている感じだった。

「じゃあ、押しますので」

　もっと強くなるのか。

　悠ゆう斗との上に乗っている乃のノの香かが、片足立ちになる。

　体重が集中して、かなりの圧力になった。

　悠斗の口から、潰つぶれたカエルみたいな声が出る。

「げうぅ」

「わわ!?　大丈夫ですか、ユウト先生!?」

　内臓が押されているので、普通に会話するのが難しい。

　しかし、これは効く。

「も、もっと……」

「はい！」

　今度は逆の足に換えて、別の場所を圧迫する。

「ううぅ～」

「どうですか？　痛いですか？」

「痛い……でも、いい」

「じゃあ、このまま、背中のほうを押していきますので」

「うん。ウッ、ウウッ、アアアアアァ」

「ん……動いたらダメですよ、先生」

「効くゥー」

　ガチャリと玄関の扉が開いた。

　誰かが入ってくる。

　悠斗は顔を向けたかったが、乃ノ香の足が胸近くまで上がって来ていたので、身動きができなかった。

　上に乗っている乃のノの香かが尋たずねる。

「あ、あの……どちらさまです、か？」

　訪ねてきたのは女性で、悠ゆう斗とのよく知る人の声だった。




「悠斗が……変態になっちゃった!?」




「うわあ、姉さん!?」

　思わず悠斗は身体からだを起こす。

「きゃああっ!?」

　しまった！　乃ノ香が乗っていたのだった！

　急に足場に動かれて、バランスを崩した乃ノ香は──あやうく悠斗の延えん髄ずいに膝ひざを落とす必殺技みたいになりかけた。

　床に両手をつき、身体を前に運ぶことで、どうにか惨劇を回避する。

　四よつん這ばいの形から、乃ノ香は腰を落とす。

　のしっ、と何かに座ってしまった。床ではない。

「えっ!?」

「……あれ？　き、急に暗くなったぞ？」

「きゃああああああ!?」

　あろうことか、悠斗の頭は、乃ノ香のスカートの中にあった。後頭部に座られてしまったのだった。

　姉──京きよう橋ばし彩あや華かの見ている前で。
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　３人でコタツを囲む。

　乃ノ香がお茶を出してくれた。まだ顔を赤くしている。

　悠斗も頰ほおが熱い。

　向かい側には、姉の彩華が座っていた。

　フリルつきの白いブラウスを、胸元のふくらみが押し上げている。腰はコルセットのように紐ひもで絞ってあり、スカートは前が短く後ろは長め。

　髪はツーサイドアップだった。

　──どうして、弟の部屋に〝童貞を殺す服〟で来てるの？　殺したいの？

　そして、彼女はまだ笑っている。

「ふふふ……そうだったのね、マッサージ!?　あはは！　驚いちゃったじゃないの！」

「すみません。お恥ずかしいところを……」

　乃のノの香かが深く頭を下げた。

「あら、気にしないでいいのよー」

「そう言っていただけると……」

「おかげで、すっごく面白いものが見れたわ」

「はうぅー」

　悠ゆう斗とは用意してもらった紅茶を飲む。

「乃ノ香ちゃんをからかわないでよ、姉さん」

「お姉ちゃん、本気で心配しちゃったのよ？　悠斗が特殊性癖に目覚めちゃったのかと思って」

「そんなわけないでしょ」

「中学生の子に、そういうことさせるのは、法的にどうかと思うけど……」

「マッサージだってば」

「お姉ちゃんなら、いくらでも踏んであげるから！」

「もう腰も治ったんで、要らないよ」

「……ふぅん」

　不満そう。

　姉のほうこそ、特殊性癖が疑わしかった。

　悠斗は肩をすくめる。

「乃ノ香ちゃんは家事を手伝ってくれてるの。さっきのは、ただのマッサージだよ……それで？　今日はどうしたの？　また猫をなでに？」

　彼女は、ときどき悠斗に預けている猫──ワコムをなでにくる。

　両親に言われて、弟の様子を見に来ているのかもしれないが。

　今、ワコムはキャットタワーの上で熟睡中だった。

　彩あや華かが視線を投げる。

「目的の半分は猫ちゃんねー。たまには顔を見せないと、忘れられちゃうでしょ？」

「もう半分は？」

「悠斗に顔を見せにきたの。忘れられちゃうでしょ？」

「忘れないよ」

「じゃあ、お姉ちゃんの黒子ほくろの数を言ってみて」

「知ってるわけないでしょ!?」

「……そう」

　姉は悠斗の黒子の数を知っているのか？　と疑問に思ったが、なんとなく聞く気になれなかった。

　床に散らばっている原稿用紙を彩あや華かが拾いあげる。

「あ、これ……火ひ屋やの……」

「そうだけど」

　彼女は興味なさそうに眺ながめてから、それを元の場所に置いた。

　乃のノの香かの用意したティーカップを持ち上げ、口へ運ぶ。

　ふぅ～、と吐息をついた。

「悠ゆう斗と、帝てい王おう文庫からの依頼を受けたの？」

　もう編集部から聞いたのか。

「うん……受けたよ、さっきの原稿の……火屋大だい字じさんの新作」

「ふーん……そうだねえ。まぁ、いいんだけど……」

「なに？」

　彩華がティーカップをソーサーに戻す。ひと口チョコレートの包みを、ぴらっと開いて、それを口に放ほうりこんだ。




「その仕事、お姉ちゃんがすることになったから」
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『14歳とイラストレーター２』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。




　今回は乃のノの香かと、新登場の小説家マリィと、三人での旅行が中心でした。ナスさんの気持ちも、どんどん加速しつつあるようで……？　楽しんでいただけたなら幸いです。

　それと、第１巻では収入を中心に業界について語りました。今回は権利関係をテーマとしてみました。次も別の要素にスポットを当ててみたいと思います。

　本シリーズはイラストだけでなく企画としても、溝みぞ口ぐちケージ先生にお願いし、相談しながら作っています。イラストの作業配信などもされております。

　挑戦的な企画でしたが、第１巻の発売と同時にとても多くのご声援をいただき、順調な滑り出しとなりました。続刊も出ます。皆さんのおかげです！

　次巻は夏頃を予定しています。




　宣伝です──

『覇剣の皇姫アルティーナ』ファミ通文庫から刊行中です。コミック版も発売中です。

『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』講談社ラノベ文庫から刊行中です。こちらも、コミック版が出ております。

『千年戦争アイギス　白の帝国編』ファミ通文庫から刊行中です。




　謝辞──取材旅行に同行してくださった天てん夢む森しん流りゆう彩さい先生、第１巻のとき応援イラストをくださったしらび先生、コメントをくださったカントク先生、かにビーム先生、鶴つる崎さき貴たか大ひろ先生、えれっと先生、ありがとうございます。

　溝口ケージ先生、様々なアドバイスとかわいいイラストをありがとうございます。

　デザイナーの木き緒おなち様、今回も素敵なデザインでした。えれっと先生との新作『ぼくたちのリメイク』が本書と同時刊行ですね。楽しみにしております！

　担当編集の神かみ長なが様、編集者のメール（本物）を使わせていただき、ありがとうございました。その他にも、いろいろ教えていただき、とても参考になりました。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様と関係者の方々、支えてくれている家族と友人たち。

　そして、ここまで読んでくださった皆様に一番の感謝を！

　ありがとうございました。


むらさきゆきや　　　














あとがき









　第二巻！　にかーん。いやあ、素敵な響きですね。溝みぞ口ぐちケージです。

　イラスト・企画をさせていただきました。何度書いても違和感ある並びですねこれ。




　新キャラであるマリィのキャラクターをどうしようとめちゃくちゃむらさきさんと話し合ったり、ナスさんとハラミの話のオチをどうしようと二転三転話し込んだりと今巻も色々語りたい話題はあるのですが、今回は長なが崎さき取材旅行の話です。

　去る一月末、僕らは友人の天てん夢むさんをつれて長崎の地へ降り立ちました。そう、取材旅行です。そもそも今回の舞台を長崎にしたのも、実は僕が一度長崎を観光したい！　という熱い希望をしたからなのです。我が田でん引いん水すいだけでなく、何故か本末転倒という言葉まで頭をよぎります。

　ちなみに天夢さんをつれてきた理由ですが、男二人旅行という何かと勘違いをされてしまう恐ろしい状況を回避するためです。こんなアレな理由でも九州までついて来てくれる天夢さんは天使かなにかなのではと思わずにはいられません。

　なにはともあれ雲うん仙ぜん温泉。今回のメイン舞台です。地面から立ち上る湯気、足湯、おもちゃ博物館、色々取材しておいて結局宿ばかりがフューチャーされました。引きこもりらしい取材結果だと我ながら思います。それにしても素晴らしい宿でした……。家族風ぶ呂ろを男三人で借りたとき、女将おかみさんは何を思ったのでしょうか。あれほど天夢さんを呼んで正解だったと思った瞬間はありません。

　ハウステンボス。建物がカキワリではないので、予想以上にリアル感がある町並みです。レジャーも今時らしくヘッドマウントディスプレイを使ったホラーや乗馬など、純粋に遊園地としても楽しかったです。メインは二人にレンタルさせようとしたオランダの民族衣装。そしてここには馬鹿みたいにはしゃぐ男が三人。衣装レンタル、できないじゃない……。

　いやあ、楽しい旅こ……充実した取材でしたね！　これは間違いなく経費。この巻のために必要な出費だったのです。




　さておき。今回もむらさきさん、その他ご協力頂いた皆様、本当にありがとうございました！

　そしてこんな企画の二冊目もご購入頂いた読者の皆様、本当にありがとうございます！

　三巻も無事出せるよう精しよう進じんしたいと思います。それではまた！
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